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本 書 は 、 中 世 後 期 か ら 20 世紀 初頭 (1400 年 
ー1930 年 ) ま で の ヨー ロッ パ の 貴婦人 の ドレ ス 
の 歴史 と その 変遷 を 、 豊富 な イラ スト と や る しい 
解説 で 楽し く 学 べ る 図解 資料 集 で す 。 服飾 
史 だ け で な く 、 史実 ドレ ス の 基礎 を 踏ま を た 創 
作 ド レス の アレ ンジ アイ デア も 多数 提案 。 さ ら 6 
に 、 フ リル や レー ス な どの 描き 方 の 解説 か ら 、 
徐 ・ 袖 な と ど パ ーッ ツ の 形 の バリ エー ショ ン 一 覧 ま 
で 創作 に 役立つ 内 容 も 収録 し て いま す ! 
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貴婦人 の ドレ ス を 
知り た い 、 描き た い 、 
すべ で て の 人 に 。 


本 書 は 、 中 世 後 期 あ から 20 世紀 初 
頭 (1400 年 1930 年 ) ま で の ヨ 
ー ロ ッ パ の 貴婦人 の ドレ ス の 歴史 
と その 変遷 を 、 豊富 な イラ スト と や 
さ し い 解説 で 楽し く 学 べ る 、 今 ま 
で に な い 図 解 資 料 集 で す , 本 格 
的 な 服飾 史 だ け で な く 〈、 史 実 ド レ 
ス の 基礎 を 踏ま を た 自由 な 創作 
レス の アレ ンジ アイ デア も 多数 提 
案 。 さ る さらに 、 フリ シル や レー ス な どの 
ドレ ス に 不可 欠 な モチ ー フ の 描き 
方 の 解説 か ら 、 徐 ・ 袖 な ど パ ー ツ 
の 形 の バリ エー ショ ン 一 覧 まで 創 
作 に 役立つ 内 容 も 収録 し まし た 。 
歴代 の ドレ ス を 知る こと で 、 新しい 
ドレ ス を 生み 出す ひら めき を きっ と 
得 ら れる で し ょ う 。 


さあ 、 心 踊る ドレ ス の 世界 へ 
あな た を ご 案内 し ます ! 
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は じ め に 


「 ド レス が 好き ! ドレ ス が 知り た い 、 描き た い …」] す べ て の 人 に 捧げ ます 。 


本 書 は 、 中 世 後 期 か ら 20 世 紀 初 頭 (1400 年 一 1930 年 ) まで の 
ヨー ロッ パ の 貴婦人 の ドレ ス の 歴史 と その 変遷 を 、 豊富 な イラ スト と 
や さ し い 解説 で 楽し く 学 べ る 、 今 ま で に な い 図解 資料 集 で す 。 

時 代 ご と に 4 章 に 渡っ て 基本 を 示し 、 その 変遷 ・ バ リエ ーション を 追っ た 
本 格 的 な 服飾 史 で ある だ け で な く 、 
史実 ドレ ス の 基礎 を 踏ま えた 自由 な 創作 ドレ ス の 
アレ ンジ アイ デア も 多数 提案 し て いま す 。 
きる ら に 、 フ リル や レー ス な どの ドレ ス に 不可 欠 な モチ ー フ の 描き 方 の 解説 か ら 、 
知っ て お く と 便利 な シル エッ ト の 解説 と を その イメ ー ジ 、 
デザ イン の ヒン ト に な る 稚 ・ 袖 な ど パ ー ツ の 形 の バリ エー ショ ン 一 覧 まで 
著者 な ら で は の 創作 に 役立つ 内 容 も 収録 し まし た 。 
歴代 の 美しい ドレ ス を 知る こと で 、 新しい ドレ ス を 生み 出す ひら めき を 
きっ と 得 ら れる は ず で す 。 


心 踊る ドレ ス の 世界 へ あな た を ご 案内 し ます ! 


監修 に 寄せ て 


いつ の 時 代 で も 貴女 人 の ドレ ス は 豪華 絢 欄 で す が 、 な ぜ 弓 婦人 は きら びやかに 着 飾 ら ね ば な 
ら な い の で し ょ うか 。 も ちろ ん それ は 自ら を 美しく 見 せる た め 、 また 財力 を 誇示 する た め な の で す 
が 、 最大 の 理由 は その 美しき や 財力 が 社会 的 権威 に つなが る か ら で す 。 貴族 は 神 に 選ば れ た 特 
別 な ひと た ち で す 。 それ ゆえ に ラグ ジュ アリ ー が 許 き れ 、 それ こそ が 貴族 身分 を 保証 し 、 人 びと 
の 尊 散 と 信頼 を 集め る の で す 。 貴婦人 に 質素 な 愉 好 は 許さ きれ ませ ん 。 

斉 刺 画 に は サロ ン の 扉 を 通れ ず 、 馬 車 に も 乗れ な い 巨大 な スカ ー ト や 髪型 が 描か れ 、 肖像 画 
に は 全身 に 宝石 を 散り ば め た 重 そ うな ジュ エリ ー・ コ スチ ュー ム や 、 食事 が と れる の か 心配 に な 
る よう な ひだ 失 が 描か れ て いま す 。 貴婦人 の 装い は 不便 きわ まり な いも の ば か り で す が 、 こ れ も 
同じ こと 、 要する に 彼女 た ちの 衣裳 は 生活 の た め に ある の で は な く 、 貴婦人 と し て の 威厳 を 示す 
た め に ある の で す 。 肖像 画 に 残さ れ た 彼女 た ちの 姿 は 、 日 常 生活 の ひと こま を 切り 取っ た と いう 
より 、 貴 婦人 と し て の 地位 や 身分 を 示し て 描か れ て いま す 。 従者 に 囲ま れ た 貴婦人 に は 生活 の 
利便 を 考え る 必要 は な く 、 ま し て 労働 に 携わる こと も あり ませ ん か ら 、 む し ろ あ えて 重く 、 徐 届 で 、 
身体 に 不都合 な 衣裳 を 身 に まとい 、 特 権 階級 に ある こと を 示す の で す 。 

生活 の 利便 と いう 現代 的 な 価値 か 解放 きれ た と き 、 私 た ちの 想像 力 は どれ ほど 自由 に 羽 ば 
た く で し ょ うか 。 貴婦人 の 装い は それ を 教え て くれ ます 。 本 書 は 、 過去 の 女性 た ちの 想像 力 あふ 
れる ファ ッ シ ョ ン を 示し 、 それ に きら に アレ ンジ を 加え て 新た な ファ ッ シ ョ ン を 創造 し て 提案 す 
る も の で す 。 時 代 の ファ ッ シ ョ ン 造 形 を 的 確 に 提 え 、 イラ スト で わか りや すく 解説 し た 手堅い 西 
洋服 飾 史 で す が 、 同 時 に 愛らしく も 華 雇 な イラ ス 
ト に よる 斬新 な 創作 ファ ッ シ ョ ン が 楽し め る 書 で 
す 。 イラ スト の 世界 で あれ ば こそ 可能 な 創造 性 
豊か な デザ イン は 、 フ ァ ッ ショ ン と いう 身体 を 飾 
る 技 の 真 船 を 示し て る で し ょ う 。 

さあ 、 本 書 を 手 に し て ファ ッ シ ョ ン の 夢 の 世界 
に 遊び まし ょ う 。 


徳井 激 子 
(西洋 服飾 史家 、 お 茶 の 水 女子 大 学名 誉 教授 
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萬 を 飾っ る だ け で 賑やか に な 
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アレ ンジ 度 : ふ あめ 

ロマ ンチ ッ ク ・ ス タイ ル (p.65) を 旅 装 風 に ア 
レン ジ 。 ロマ ンチ ッ ク ・ ス タイ ル は 可憐 で 繊 
細 な ドレ ス が 多い の で 、 カ ッ チ リ め の メン ズ 
風 デ ザイ ン で 味付け を し た 。 
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アレ ンジ 度 : ゐ の ④④④④ 
スチ ー ム パン ク 風 の アレ ンジ 。 
1900 年 代 は 多く の 冒険 家 が 活躍 し た 
時 代 。 思い 切っ た ミニ 丈 の スカ ー ト に 
タイ ツ を 合わ せ て アク ティ ブ に 。 ゴー 
グル も スチ ー ム パン ク を 演出 する 重 
要 な アイ テム ! 


アレ ンジ 度 : の ④④④④ 
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ゴシック 期 (中 世 後 期 ) ~ ルネ サン ス 
1400 ~ 1680 


貴族 文化 の 英 熟 期 を 迎え 、 競 う よ う に 発展 し た 


けん ら 


「 権 威 の 象徴 ]」 と し て の 豪華 絢 導 な スタ イル 


"様々 な 帽子 の 流行 


著 N ヾ 


mmw イ タリ ア の モー ド が 主役 に 


( 甘 共 叶 弄 ) 


14928 コロ ン ブ ス が 
アメ リカ 大 陸 を 発見 


mm スス ラ ツ ント の 流行 


kw スペ イン の モー ド が 主役 に 


rw ラフ の 流行 始ま る 
1558 エリ ザ ベ ス 1 世 即 位 


本 写 :E 洋 


「 エ ナン 」 と 呼ば れる 、 円 “ 
凶 形 の 帽子 。 この 頃 の 女 
性 は 髪 を 隠す 風習 が あっ 
た た め 、 こ の よう な 装飾 的 
な 帽子 が 流行 し た 。 


- 全 ゲス タイ ル 
髪 は 隠し 、 帽子 に 入り きら 
な い 髪 は 生え 際 を 剃っ て 
いた 。 


- 上 半身 は フィ ッ ト し 、 2 
ウエ スト 。 ゆっ た り し た 裾 
の ワン ピー ス 型 の ドレ ス 


こ 、 装飾 ベル ト を 絞め た 。 で 


EE 


プー レー ヌ と いう 先 の 和 失 
っ た 靴 が 男女 と も に 流行 
す る o え 


上 半身 が フィ ッ ト し て い 
. る の に 対し 、 ス カー ト 部 分 
"は 円 形 に 広がる 引き 裾 に 
な っ て いる 。 


ck uP! 
a | 多彩 な 帽子 | 


この 時 代 は 、 図 の よう な 存在 感 の ある 帽 
子 や 被り 物 が 流行 し まし た 。 


「M」 の 字 に 折っ て 、 
固く 棚 付 けし た ヴェ 
ー ル の エナ ン 。 


長い ヴェ ー ル を 
垂らし た 。 nN 


2 つ 角 タイ プ の エ 
S26 


ー エ ナン と 並ん で 流行 
愉 だ SE スコ ヨウ イオ 
ン 」 と 呼ば れる 帽子 。 
魔女 の 帽子 の よう な 


塔 の よう な ヘッ ドド 
レス 。 


09 <O> 00 < 〇 > 00 > 00 <O> 96 < の O> 96 < で >- 9e > 00 <O> oe > 00 > 00 < 〇 > 00 < 〇 > 00 < の > 96 > 00 > 00 <O> 00 < 〇 > 66 > 00 < 〇 > 00 <O> 00 > 00 <O>- ee <O> 00 < の O>- 00 < の O> 00 > ee <O> oe <O> ee > 00 > ee < 〇 > ee > ee < 〇 > ee < 〇 > 00 < 〇 O> ee <O> ee <O> ee <O> ee < の と の 


マン ーー マニ BN cg EE へ gg ーー ンー 
いで へ > US = 
i ニー 


《 し っ と り と 落ち 着い た 、 キリ スト 教 美 術 の 時 代 》 
ゴシック 期 ( 中 世 後 期 ) 
eo 


15 世 紀 の ヨ ー ロ ッ パ で は 、 権 力 を 集め る 各国 の 宮廷 に 華やか な 服飾 文化 が 花 開 き 、 新しい 素材 や デザ イ 
ン を 取り 入れ た 斬新 な モー ド が 登場 し まし た 。 貴族 や 富裕 層 の ドレ ス に は ビロード や サテ ン 、 絹 な どの 布地 
が 使わ れ 、 装飾 品 と し て 毛皮 も 取り 入れ ます 。 


る エナ ン 


中 世 後 期 を 代表 する 帽子 。 
17400 4 〇 エス コ フ ィ オ ン 1450 
france エナ ン と 並び 、 当時 流 


行 し た 帽子 。 様々 な 形 
の も の が 登場 し た 。 


〇 コタ ルディ 
アメ 赴 半 身 が フィ ッ ト し た 
_ 衣装 の こと 。 


ツマ シュ ルコ の 
トゥ ベー ル _ 
コタ ルディ の 上 に 着る 
胴着 。 図 の よう に 脇 が 
空い て いる 。 


先 が 笑っ た 靴 が 当時 の 


EE ーー ーー ンー ES gg BN EE EE EE ES ニー マン 
TF. < や や Wa どの > (< や や Wa TO < や さ Wa TT RN Wa TF. Wa のみ > (< や さや Wa TI < や さや Wa し ん の 
ーー ニス ムー ニム ーー 中 ニス ムー つっ ニム ーー ニス ム か つい ニム ーー ーー か つっ ニム ーー キー ムー つの ーーー ーー ヘーーー ーーー ムー ーー トー ーーーーーー ーー ニー ムーーー ニ ーー ーーーーー デ ーーー 


また この こる 、 女性 が 髪 を 隠す 風習 か ら 、 エ ナン や エス コ フ ィ オ ン と いっ た 装飾 豊か な 帽子 が 流行 。 カト リ 
ッ ク の 影響 力 が 増す 中 で 、 この 奇抜 な 帽子 は 保守 的 な 聖職 者 た ちの 非難 を 買い まし た 。 
宝石 や 真珠 を 用 いた アク セ サ リ ー で 華やか に 装い 、 貴 婦人 た ちの 衣装 は 次 第 に 裏 華 に な っ て いき ます 。 


7 の の 
taly 


未婚 女性 は 髪 を 


スラ ッシュ 

布 に 切れ 込み を 入れ て 、 下着 や 
裏地 を は み 出 させ る パー ツ 。 可 
動 域 に 余裕 を 持た せ 、 ド レス を 活 
動 的 か つ 装 飾 的 に し た 。 スラ ッ シ 
ュ の デザ イン は 多岐 に わた る 。 


7 ダク の 


、 〇 ミ ・ パ ル テ ィ 

中 世に 流行 し た 、 紋 
章 を 用 いた 衣装 。 
の よう に 左右 色 違 い 
に 仕立 て 、 紋章 を デ 


ザイ ン し た も の が 足 
族 達 に 好ま れ た 。 


0 (し 隊 
Vl / (様々 な スラ ッシュ の 例 ) 


靴 の 先端 か ら 
笑 り が な く な る 。 


。 ルネ サン ス ( 前 期 ) の スタ 


6 EIN OF SO 
N 0 の N @ う ) 
の タグ: 


《 背面 》 


紐 で 絞め る こと で 、 体 の 
輪郭 を 矯正 する 下着 。 バ 
スト の 形 が 服 の 上 か ら わ 
か ら な いよ うに 隠し た 。 


ジル エッ ト 


コル セッ ト で 締まっ た 腰 
と 、 広がる スカ ー ト で メリ 
ハリ の ある シル エッ ト 。 台 


形 に 開い た デコ ル テ ( 胸 選 


元 ) が 特徴 的 。 


イィ イル: 基本形 


次 


既婚 女性 は 髪 を アッ プ に 


、 し 未婚 女性 は 髪 を 垂 ら 
《 前 面 》 し た 。 


NM 752 の 756 の 


宝石 や 真珠 を アク 
_ セ サ リ ー と し て 身 に 
つけ だ りり ドレ に 
8 直接 縫い 付け た り と 、 

宝石 を 豊富 に 用 いた 。 


756 の -762 の 


豊か な 髪 を 高く 結い あげ 
た 。 ハー ト 型 に アッ プ に す 
る スタ イル も 流行 。 *…、 


ば れる 、 首 の 周り を 取り 囲 


む 特 徴 的 な ひだ 宰 が 流行 。 


着る 人 の 権威 を 表現 する 
よう に 巨大 化し て いっ た 。 


«ss 
2 


を 


> 


る 


も 


a 
て ちと 
3 


の と 2 


ーー 
で 


3 i 


ラフ また は フレ ー ズ と 呼 


2 | 


コル セッ ト で 腰 を 絞り 、 針 
金 や 鯨 の ひげ で で きた 整 


"“ 形 下着 を 着用 し て スカ ー 


ト を 大 きく ふく ら ま せ 、 さ 
ら に 人 工 的 な シル エッ ト 
に 。 この 下着 に は スペ イン 
風 と イギリス 風 が 登場 す 
る 。 図 は イギリス 風 の シ ル 
エッ ト 。 


厳粛 で 装飾 的 美 の 再生 時 代 ) 


ルネ サン ス (前 期 ) 
> 


15 世 紀 の 中 頃 か ら 、 ヨ ー ロ ッ パ 有数 の 商家 メデ ィ チ 家 が 権力 を 強め て いま し た 。 16 世紀 始め に は ロー マ 教 
和 皇 を 募 出 する な ど 、 カト リッ ク 圏 全体 に 影響 力 を 持つ よう に な り ま す 。 また 、14 世 紀 中 頃 か ら イ タリ ア を 中 心 
に 「 再 生 」 を 意味 する ルネ サン ス と いう 文化 的 な 運動 が 始ま っ て お り 、 こ の 時 代 に な っ て か ら 服 飾 に も その 影 


響 が 現れ て 、 新しい スタ イル が 生ま れ ま し た 。 ドレ ス の 形 は コル モッ ト で 胴体 の 形 を 整え 、 ス カー ト を 鯨 の ひ 


1520 
イギリス で 特に 好ま れ た England 


頭巾 。 


装飾 的 な スラ ッシュ 
(p.21) が 多用 され た 。 


〇 毛皮 
交易 が 盛ん に な り 、 高 級 
毛皮 が 輸入 され た 。 


広がっ た 
そ で ぐち 

袖口 を 折 
り 返 す デ 
ザイ ン 。 


gE 


TE: 


ーー ーー マー = Wr Es ーー 
り も こつ Wa A Wa TT. a Wa CT (< や さ Wa A Wa TT 
ニーー a = ーー ニー a a ムー トー ーー 


ーー ムー ーー トー ーーーーーー ーーー 


げ や 針金 で 広げ る よう に な り 、 メリ ハリ の つい た シル エッ ト に 変化 し ます 。 アク も サリ ー で ふん だ ん に 飾り 付 
け 、 さ る ら に 真珠 や 宝石 で 衣服 の ふち を 装飾 し まし た 。 貴族 文化 の 底 誤 期 を 迎え 、 各 国 独自 の 流行 が 目立つ よ 
うに な り ま す 。 宮 延 間 の 婚 如 に より 国家 間 の 文化 交流 $ 盛 ん に な り 、 競う よう に 豪華 な 衣装 が 登場 し まし た 。 


2 ② ヘ ッ ド ドレ ス 
髪 飾 り 。 ふち に 真珠 や 金 
属 を 縫い 付け た 。 ヴェ ー 
ル を 垂らす こと も 。 


台形 に 空い た デコ 
ル テ (胸元 ) と 肩 の 
ライ ン で 女性 らし 
さ を ア ピー ル 。 


の 飾り ロザリオ 
アク セ サ リ ー と し て 腰 か 
9F ゆ た 。。 > 


き と うし ょ 
ぐ 祈 裕 書 
肖像 画 に よく 描か れる 小 
物 。 女性 の 知性 や 、 敬 度 
さ を ア ピー ル す る アイ テ 
ム の ひと つ 。 


に スジ "PAA" < や! ララ PP AA トド ヘ スピ ンス PA PA < ララ AA N こ < アフ PA さっ 
ニー っ に ニニ ーーー ニニ ーー ニー ニー ニニ ーー ニーーーー ea 


中 世 以 来 、 禁欲 的 な キリ スト 教 の 教え の も と 貴族 や 僧 介 に 抑圧 きれ て いた 人 々 は 、「 ル ネ サ ンス = 文化 の 
再生 ] を 掲げ て 、 フ ァ ッ ショ ン を 楽し み ま し た 。 鮮やか な 衣装 が 数 多く 生み 出る され た の も 東 の 間 、 宗 教 戦争 の 
勃発 が 社会 に 暗い 影 を 落と し ます 。 さら に 、 黒 や 暗い 色 を 道徳 的 と みな す プ ロ テ ス タン ト の 倫理 観 に 従っ て 、 


黒 を 多用 し た ドレ ス が 増え て いき まし た 。 


小型 の 帽子 で スカ ー ト の 
ボリ ュー ム と バラ ンス を 
取っ た 。 


裸 を 開い た デザ イ 
_ ン 。 ふち に レー ス 
~ を あし ら っ て いる 。 


手袋 
貴婦人 な ら 外 出 
時 の 必需 品 。 


刺繍 の 入ら た サテ ン や ビロード 、 ダ マス 
ク 織 な どの 、 豪華 な 生地 が ドレ ス に 使わ 
れ た 。 


ご う 


黒 が 流行 し た と いっ て も 、 決 し て 地味 で は な く 、 洗 練る され た シル エッ ト を つく り 金 糸 や 宝石 を 散り ば め た 豪 
秦 な も の で し た 。 貴婦人 た ち が 好 ん だ アク モ サ リー を 際立た せる の に も 、 黒 は 大 活躍 し ます 。 

ファ ッ シ ョ ン の 中 心地 は ルネ サン ス 発 信 の 本 拠 地 イタ リア 、 当時 の 最 先端 を 行く スペ イン で し た 。 スペ イン 
風 を 取り 入れ た フラ ンス が 後に 続き ます 。 


スリ ー プ ブ 
装飾 用 垂れ 袖 、 
当時 の 流行 の 


ドレ ス の 色 は 、 黒 の 
次 に 白 が 好ま れ た 。 


Ea ーー デー ニー マー デ ー ニ マ アー ペア ーー ヤー ニー マーー ニ ーー ニー マー デー アデ アニ ビーー ぐ 上 ドジ ラー マデ 
プン "AA AA 


RAG I AG て を と RAS “AGE ンー で < で ー 
が や < ' マラ PA < ' マラ PA に ヘス ピス ば スピ ビク 2 ば も リン oO 二 ペ スピ ンク ム AA も ヘス ジン クム AA で ヘス 
ーーーーーー ーー テー a a a ニーーーーー ーーーーーー ーーー ン 


ムー ニー マー 
< ふ デア と ンー) や さ て … 
4 一生 ーー ム に 


《 ゴー ジャ ス な 人 人工 美 の 最盛 期 ) 
54 に クッ 
ルネ サン ス (後期 ) 
ee 
1558 年 に バン グラ ンド の 女王 に 即位 し た エリ ザ ベ ス 1 世 は 、 ファ ッ シ ョ ン に 特に 強い こだわ り を も っ て いま 
し た 。 彼女 の 異母 姉 イ ング ラン ド 女 王 メ アリ ー 1 世 が スペ イン 国王 フェ リ ペ ニ 世 と 結婚 し た こと で 、 当時 の 最 
先端 で ある スペ イン の 文化 を 取り 入れ た 独自 の ファ ッ シ ョ ン を 打ち 出し ます 。 豪華 な 衣装 に 身 を 包ん で 外交 
や 内 政 で 自ら の カリ スマ 性 を 印象 づけ まし た 。 この 頃 か ら ヨ ー ロ ッ パ 全 土 で 、 立 体感 の ある 独特 な 歓 が 流行 


71560 55502 じ この 
ラ 
England - 首 まわ り の 宰 が 、 よ り 立 体 的 に 
派手 に な っ た 。 


ツメ ディ チ ・ カ ラー 

レー ス 製 で 、 扇 の よう に 立 
ち 上 が っ た 被 。 フラ ンス 王 
妃 マ リー・ ド ・ メ ディ チ の 肖 
像 画 に 見 られ る こと か ら 名 
付け られ た 。 


ーーー 

AE RAG ンー 
< ラッ PA に レジ グ 5 AA る ヘン 
ニー ニー ーーー ニー ーー 


し ます 。 様々 な 形 の 維 で 首 周り を 飾り 、 フ ァ ッ ショ ン 熱 は より 茶 烈 に な っ て いき ます 。 きら に ルネ サン ス 後 期 に 
は 、 代表 する 2 つの シル エッ ト が 誕生 し ます 。 まず スペ イン で スカ ー ト の 整形 下着 | ヴェ ル チ ュ ガ ダ ン ] が 生ま 
れ 、 その 後 イ ング ラン ド 女 王 テ リザ ベス 1 世 が 独自 の スカ ー ト 整形 下着 | ファ ー ジ ン ゲ ー ル 」 を 着用 し ます 。 


〇 へ ヴェル チ ュ ガ ダン ・ シ ル エ ッ ト の ファー ジン ゲー ル ・ シ ル エ ッ ト 
スペ イン 風 の 三角 鈴 型 スカ ー ト 。 イギリス 風 の 樽 型 スカ ー ト 。 


で ペー つみ 


MG WN7 
nl る ん で カッ チリ し た 
en 象 の スペ イン 風 
の の で 4008 の エリ ザ ベ ス ー 世 は 美 し 
と 。 に い 手 が 自慢 で あっ た 。 
AT 手袋 を せ ず に 、 扇 な ど 


の 小物 で 指先 を 演出 し 
た と いわ れる 。 


エリ ザ ベ ス 一 世 の 統 治 は 1603 年 まで 続き 、 
その 間 に 彼 女 が 打ち 出し た ファ ッ シ ョ ン は ど 
れ も 色 鮮やか で 明る い 印 象 の も の で し た 。 エ 
リザ ベス 朝 で は 「 燃 を る よう な 色 の 髪 、 白 い 
肌 、 額 が 広く 薔薇 色 の 類 」 の 女性 が 美人 だ と 
る きれ 、 自 慢 の 髪 を 見 せる た め に 帽子 は 次 第 に 
小型 化し て いき まし た 。 胸元 も 開放 的 に な り 、 
抑圧 的 な 従来 の ファ ッ シ ョ ン と 対照 的 で す 。 


ラフ (フレ ー ズ ) は ふち に レー ス 
を あし ら っ た も の が 人 気 と な り 
レー ス の 天 要 が 
急増 し た 。.… 


《 ルネ サン ス 期 の 靴 》 


背 を 高く 、 脚 を 長く 見 せ た い と 願う 貴婦人 は 
当時 も 多かっ た 。 


) の チョ ピン 
ルネ サン ス 期 の 
厚底 靴 。 


ハイヒール 
フラ ンス で は 既に と と 
原型 が で き て いた 。 4 


ん ん 
{人 稚 飾り バリ エー ショ ン | 


大 き さ る も 形 も る さま ざま な デザ イン が 存在 し まし た 。 


控え め な ラフ 。 
生活 に 支障 を きた [ 
さ な い 程度 の 宰 。 


前 開き の 立て 補 。 ふち に 豪華 
な レー ス を あし ら っ て いる 。 


巨大 な 円 形 ラフ 。 針 
金 が ギシギシ と 音 を 
立て て 大 変 だ っ た と 


デコ ル テ を 見 せ た フ 
ェ ミ ニン な タイ プ の 立 


> ee <O> 900 <O>_@6 <O> 9@ <O> 00 <O> 00 < の O> 90 <O> 9 9 <O> 00 > 00 < の O> 9@ <O> 6 < で > @@ < の > 9@ < の > 9 > 00 <O> 00 < 〇 > @ ぐ < の O> る 6 <O> @o < で > 00 <O> の 6 < の > 66 <O> 69 < と る 


首 周り を 綺麗 
に 見 せる 立ち 


YW 62 補 。 


6000> @⑥ > の 9 <O> @9 E> 9 の 9 


キー ーー マデ ーー- 


女王 と し て 国内 外 に 自ら 6 の 治世 を アビ ピー ル す 
る た め に 、 エ リザ ベス 女王 は 生涯 に 数 千 着 $ の 
衣装 を 所 持 し て いた と 王立 衣装 管理 部 に 記録 
され て いま す 。 後 の 人 々 は 女王 の 治世 と 美貌 を 
讃え まし た 。 


補 と スカ ー ト が 主 
役 に な り 、 腕 の 装飾 


が 空 え ん め に な っ た 。 
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ーー アー ニー マデ ーー ペー ニー マー マデ 


RAE < で ー マ a で と ここ 
ペン AN も レン) ドン レン レン ハハ いつ レン クハ "ンク ムン 
ーー 人 ーー ーー ニー ニーーーー ーー a a a a ニー ニー" 


古 の 査 り 漂う 


Ss ュ レ ュ > アレ ンジ 度 :O 〇 〇 ① 
ゴン ッ ク デ ロビ ンジ 白百合 の 精 を テー マ に アレ 
帽子 が 特徴 的 な ゴシック 期 の ドレ ス を 元 に し た ンジ 。 ゴシック 期 の 円 雛 形 の 
骨子 と 先 の 失っ た 凌 は 、 そ れ _ 


アレ ンジ アイ デア を ご 紹介 し ます ! 


だ け で 妖精 らし さ が 出 る 。 


ー さ き ぷ 王 吾 正 


EN 


> て て ツ 


アレ ンジ 度 : つ の 

ゴシック 期 の 特徴 で ある 、 ス 
ラッ シュ (p.21) を 用 いた ド 
レス を 柔らか く ガ ー リ ー に 仕 
上 げた 。 


アレ ンジ 度 : つの 

ミ ・ パ ル テ ィ (p.21) の ファ ンタ ジ 
一 風 ア レン ジ 。 立ち 上 が っ た スカ 
ー ト の 裾 や フリ ル に も 王冠 の 形 を 
リン ク さ せ 、 細部 まで 統一 感 を 出 
し て いる 。 NM 


アレ ンジ 度 : ひ OO の の 
コタ ルディ を 魔女 風 に アレ ンジ 。 
巨大 な エス コ フ ィ オ ン (p.19) で 悪 
魔 の 角 の よう な ダー ク さ を 演出 。 
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9) GF 

Ce さら び や か で 重厚 感 溢 れる 生 た: 
少 和 が シス レン ジ 

趣向 を 凝ら し た 人 工 的 な シル エッ ト の ルネ サン ス 

期 の ドレ ス を 、 さ 6 に 豪華 に アレ ンジ し て み ま し た 。 


アレ ンジ 度 : ひひ の 
メデ ィ チ ・ カ ラー (p.28) が エ 
リマ キト カゲ に 似 て いる の で 、 
克 虫 類 繋が り で ドラ ゴン 風 
ミミ た に アレ ンジ 。 スカ ー ト を 開い 
て 脚 を 見 せる こと で 、 ゴー ジ 
ャ ス か つ 活 動 的 に 。 


NN 
Sc 
ee, 
te 
oo 
oooos: 
CCOOCCooOCoo 


0 あと < 
VO 


被り 物 の 形 を 獣 の 耳 に 見 立 
て 、 華 や か な 猫 コ ー デ に 仕上 
げた 。 スカ ー ト も 大 胆 に 短く 
アレ ンジ し て 、 し な や か な 脚 
を アピ ー ル 。 
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ィ ネ イト 。 宰 の 形 や ドレ ス の 
柄 | 
感 を 。 


度 
型 ( 
当時 の 流行 か 
で N= ト の 女王 風 り 


究 座 り 違 な 


人 
ン 


SE 


コル セッ ト で 締め た 腰 (1581 年 頃 ) 


か た ち を 次 々 と 変え て いく ヨー ロッ パ の 貴婦人 の ドレ ス で す が 、 
ひと つ だ け 原 則 の よう な 形 が あり ます 。 それ は 、 つね に 「 腰 」 で ドレ ス を 支え る 、 つま り 、 腰 の 位置 は 上 
下す る も の の 、 腰 を 細く し 、 ス カー ト を ふく ら ま せる と いう タイ プ の ドレ ス で す 。 この 形 は 20 世 紀 に 肩 
で 支え る る や 型 の ドレ ス が 登場 する まで 基本 形 で あり 続け まし た 。 その 裏方 、 コ ユル モッ ト と ペチ コー ト 
こそ が 実は ファ ッ シ ョ ン の 主役 で す 。 

理想 の 腰 回 り が 45 モ ンチ と いう 19 世紀 の 数 字 が あり ます 。 病気 や 奇形 の 原因 に な る か ら 止 め る べ 
きだ と いう 医師 も いま し た が 、 女性 の 脆弱 な 身体 を 支 を る た め に 必要 だ と いう 意識 は 強く 、 結局 この 世 
紀 は コル セッ ト の 黄金 時 代 で し た 。 コル モッ ト が 目立っ て くる の は 16 世紀 に 遡り ます が 、 こ の 頃 に よろ 
い 師 の つく っ た 鉄製 コン モッ ト も 、 美 し い 身体 を つく る た め の 整 形 用 で し た 。 重き は 1 キロ 弱 で 意外 に 
軽い の は 、 飾 り を 兼ね て 遊 か し 模様 を 入れ る か ら で す 。 18 世 紀 に は 魚の ひげ を 密 に 縫い 込ん だ ユル 
ッ ト が 主流 に な り ま す が 、 いずれ に し 2 ろ 整形 の コル モッ ト は 20 世 紀 を 迎え る まで 続き ます 。 

一 方 、 ペ チコ ー ト の 歴史 も 16 世紀 に 始ま り ま す が 、 英語 の ファ ー ジ ン ゲ ー ル の 語源 は 若い 枝 と いう 
意味 の スペ イン 語 で すか ら 、 し な や か な 枝 を 輪 に し て 、 それ を リボ ン で 繋い で ペチ コー ト に し た と 思わ 
れ ま す 。 ペチ コー ト の 輪 に は 針金 や 縄 な ども 使わ れ ま す が 、 ここ で も 鯨 の ひげ が 軽く 、 柔軟 性 が あっ て 
壊れ に くい と 、18 世 紀 の パ ニ エ に は 勧め られ て いま す 。 19 世 紀 の ク リノ リン は 、 馬 尾 毛 と 亜麻 布 と い う 
こと ば の 合成 語 で すか ら 、 当初 は ホー ス ヘ へ ア を 縫い 込ん で ペチ コー ト の 張り を つく っ た の で し ょ う 。 と 

き に は 十 数 枚 の ペチ コート を 重ね まし た 。 一 番 下 は 質素 
が な ウー ル ゃ や 綿 製 で す が 、 外側 に 近づく に し た が っ て 絹 の 
"3 ひだ 人 和 飾り を 付け 豪華 に する の は 、 くる り と 回 っ た 瞬間 、 ち 
ら り と ペチ コー ト が 見 える こと を 考え て の こと で し た 。 

コル セッ ト も ペチ コー ト る も 不便 で 不愉快 な 代物 で す 
が 、 貴婦人 方 が 尺 わ ず そ れ を 着る の は 、 着 心地 や 合理 
性 より も 権威 の 表示 と いう 役割 が 重要 だ か ら で す 。 生活 
の 利便 と いう 現代 的 な 価値 を 免れ れ ば 、 私 た ちの 想像 
力 は は て し な く 広 が り ま す 。 それ が 貴婦人 の 装い で す 。 


や パニ エ で 大 きく 広げ た スカ ー ト (1777 年 ) 


mt ンー ※ 図 は すべ て マー ル 社 刊 :『 ポ ー ケ の ファ ッ シ ョ ン 画 集 』 よ り 
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ジャ ケッ ト と スカ ー ト の セ 
ッ ト 、 と いう 形 が 一 般 的 と 
な る 。 スカ ー ト は 整形 下着 
を 使わ ず 、 アン ダー スカ ー 
ト を 重ね て ゆっ た り と ふく 
ら ま せ た 。 ウエ スト 位置 が 
少し 高く 、 ふく らん だ 七 分 
丈 の 袖 も 窮屈 な EH 象 を 与え 


っ 


+ 


+ 


スル < 


な い 。 bs 


+ 


+ 


+ 


きす る 。 ジャ ケッ ト と 揃い … 
の 一 番 上 の スカ ー ト の 前 
面 は 開い て お り 、 下 の 層 
の スカ ー ト を の ぞ か せる 
仕組 み に な っ て いる 。 


+ 


+ 
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+ 


+ 


+ 


+ 
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《 各 層 の 呼び 名 》 
一 層 目 : モデ スト ( 激 女 ) 
二 層 目 : フリ ポン ス (浮気 女 
アン ダー スカ ー ト : 
スク レッ ト (秘密 ) 


て. 


+ 


2 


2 だ 


和光 


に 2 


。 バロック 期 の スタ イル : 


ーー 39903 字 WY 


基本 形 。 


《 前 面 》 


1620-1700 


ルネサンス 後期 の 立ち 上 
が っ た 被 か ら 、 寝かせ た 


MM 


みせ 
A 


TCP 


(背面 ) | 
この 頃 の 女性 は 、 肌 の 白き を 際立た せる 
化粧 の テク ニッ ク と し て 、 つけ ぼく ろ を 多 
用 し まし た 。 つけ ば くろ は 、 英語 で は 「 バ 
ッ チ 」、 フランス語 で は 「 ム ーシュ 」 ( 幅 の 
意味 ) と いい ます 。 つけ ぼく ろ は 、 つけ る 
位置 で 様々 な メッ セー ジ も 発し まし た 。 


つけ ば ぼく 〈 ろ ] 


細い 巻き 毛 ( 縦 ロ ー ル ) を 
元 に し た へ アス タイ ル が 


パ 友 2 一 
1 人 


広い 補 と 袖 の ふち に 繊細 
な レー ス が あし ら わ れ 、 白 
い 補 と 色 の 濃い ジャ ケッ 
ト の 対比 を 美しく 見 せる 
工夫 が な され た 。 


(《 メッ セー ジ の 例 》 
額 つ 私 は 厳 め し い 
目 の そ ば つ 私 は 情熱 家 
身の上 つ 私 は な まい き 
類 つ 私 は 優美 
唇 の 上 つ 私 は コケ ッ ト 
(色っぽ い 女 性 
あご つ 私 は 慎み 深い 


丸 だ け で な く 、 ハー ト や 星 な 
ど 、 色々 な 形 が あっ た 。 
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《 国際 情勢 と と も に めまぐるしく 変化 する モー ド 》 
$e 


1600 年 、 オ ラン ダ は 東 イ ンド 会 社 を 設立 し 、 1609 年 に は スペ イン か ら 6 独立 し て 目覚 まし い 発 展 を 遂 
げ ま す 。 商人 国家 と し て 一 虫 ヨ ー ロ ッ パ の 主役 に 躍り 出 た オラ ンダ で は 、 富 を 得 た 市 民 階級 の ブル ジ 
ョ ワ ジ ー が いき いき と ファ ッ シ ョ ン を 満喫 し まし た 。 重苦しい アン ダー スカ ー ト や 過剰 な 装飾 は 取り 払 
われ 、 ルネサンス より 自然 で 活動 的 な ドレ ス に 変化 。 徐 は 寝かせ た 形 と な り 、 凝 っ た 細工 の レー ス で 
飾ら れ ま し た 。 ハイ ウエ スト の 上 下 に 分 か れ た ドレ ス の 下 に は 、 色 違い の スカ ー ト を 3 枚 は いて 、 自然 
な ボリ ュー ム を 出し まし た 。 内 側 の スカ ー ト に 、 より 明る い 色 を 使用 し た そう で す 。 


762 の ツ オ ラン ダ 風 ドレ ス 1630 
前 時 代 で は 貴族 や 王族 が 
97 みん の ファ ッ シ ョ ン の 主役 だ っ 24 の 
i た が 、 この 時 期 は 富 を 得 
マビ ゴ ラ * スリ ニー た オラ ンダ の 市 民 階 級 が 
複数 の パフ (ふく ら み ) 率 引 し た 。 
を 重ね た 形 の 袖 。・. 


オラ ンダ は 独立 を 果たし 躍進 し ます が 、 か た や スペ イン 
は 1588 年 の アル マダ の 海戦 で イン グラ ンド に 敗れ た こと 
けん いん 


を きっ か け に 弱体 化し ます 。 16 世紀 ヨー ロッ パ を 牽引 し た 


スペ イン の 黄金 時 代 は 終わ り を 迎え る の で し た 。 1650 
スペ イン 王家 の 肖像 画 で は 、 右 の 図 の よう な ヴェ ル チ Spain 
ュ ガ ダン ・ シ ル エ ッ ト (p29) の 衣装 が 描か れ て いま す 。 宮 |) 


廷 の 女性 は 身分 の 表現 や 礼儀 な どの 堅苦しい 理由 で 、 こ 
の 頃 も 前 時 代 的 な 衣装 を 着 続 け て いた よう で す 。 


えり 
①② 寝かせ た 鶴 

1620 年 頃 に 少し 立ち 上 が 
っ て いた 補 は 、1640 年頃 
に は 完全 に 寝 て 肩 の ライ 
ン に 沿う よう に な る 。 


スペ イン 王家 な ど で は 、 まだ 横 広 が り の スカ ー ト 
を 着用 民 た だ 
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1670 年 ご ろ み 、 フ ラン ス が オラ ンダ 侵略 を 試み 、 
オラ ンダ の 勢力 は 大 きく 削 が れ ま す 。 文化 や フ 
ァ ッ ショ ン の 中 心地 は 強大 な 権威 を 誇る ろ フ ラン 
ス に 移り まし た 。 

当時 の 国王 ルイ 14 世 は 絶対 君主 制 を 確立 し 、 
ベル サイ ユ 宮 典 を 完成 させ まし た 。 ドレ ス $ 市 
民 風 の 自由 な ファ ッ シ ョ ン か ら 宮 廷 風 の エレ ガ 
ント な スタ イル が 主流 と な っ て いき ます 。 貴婦人 
た ち は ほ っ そり と し た ウエ スト を 作り 、 レ ー ス の 
フリ ル が つい た 優美 な ドレ ス を まとい まし た 。 


1670 
Austriaw 
ハイ ウエ スト か ら 、 


再度 スリ ム な ウ 
エス ト に 変化 。 


格式 高い 横 広がり の スカ ー ト は 、 バ ロッ ク 期 の 後 の ロコ コ 期 に 
パニ エ (p.45) と し て 再 登場 する 。 


ドレ ス の 前 を 開い て た くし 上 げ 、 ス 
カー ト に あたる 中 の ジュ ッ プ (ペチ 
コー ト ) を 見 せる の が お 洒落 と され 「/ 
だ 8 


重 商 主義 政策 を と っ て いた フラ ンス は 、 イ タリ ア で 生産 され た 素材 に 依存 し て いた 従来 の スペ イン 
ファ ッ シ ョ ン と は 培い 、 国内 の モー ド 産 業 を 本 格 化 きせ て いま し た 。 輸入 品 に 頼っ て いた シル ク や レ 
ー ス を 国内 で 生産 する た め に 、 リ ョ ン 王 立 織物 製作 所 と 王立 レー ス 工 場 が 急 ピ ッ チ で 設立 され ます 。 
フラ ンス 宮廷 の 中 婦人 た ち を 満足 きせ る 贅沢 な 衣装 を 仕立 て る よう に な り 、 高い 技術 が 蓄積 され る 
基盤 が で き あ が り ま し た 。 

二 転 三 転 し た バロック 期 の ファ ッ シ ョ ン は フラ ンス 風 に 落ち 着き 、 後 の ロ ココ ファ ッ シ ョ ン へ と 栖 


が っ て いき ます 。 ご RG 


“a OQ フォ ンタ ンジ ュー 
図 の よう な 、 縦 に 長い 失 
塔 型 の ヘッ ドド レス が 一 

時 期 流行 し た 。 


⑦ つ け ぼ くろ 
肌 の 白 さ を 際立た せる メ 
イク 。 ベル ペット や サテ ン 
で 作ら れ 、 専用 の 小 箱 に 
入れ て 持ち 歩い た 。 
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有人 ババ 


ロコ コ 時 代 (前 期 ) の スタ イル : 基本形 - 


《 前 面 


1700-1770 


… 首 周 り を すっ きり と させ 、 
ボリ ュー ム を つけ た 前 髪 
を まとめ る へ アス タイ ル 
「 ポ ン パ ドゥ ー ル 」 か ら 始 
まっ て 、 徐 々 に 派手 な 盛り 
髪 に 変化 し て いく 。 


コル セッ ト で 腰 を 絞っ て 
スリ ム な ボディ ライ ン を 
作り 、 スカ ー ト は パニ エ で 
ふく ら ま せ た メ リハ リ の 利 . 


前 開き で 、 二の腕 に フィ ッ 
ト し た 五 部 丈 の 袖 が 流行 。 


さて * 生 細 el 


生 
ーー 


「 ピ エス * デ ス : ド マ ド に また 
は 「 ス トマ ッ カ ー」 と 呼ば 
れる 逆 三 角形 の 装飾 パネ / 弥 Nd 
ル を 胸 に 留め つけ た 。 9 


18 世 紀 に お ける フラ ンス 
宮廷 で の 正装 。 18 世紀 後 
半 か ら 、 さ ま ざ ま な 種類 の 
ドレ ス が 開発 され る 。 
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ョ に トコ た Lk に x た た る と よう と た x た に x た た た E 
に K、 玉 . 入 . 胡 .. 誠 。 及 . 胡 。 入 . 太 . 及 . 太 . 入 . 入 . 太 久居 ん 


Q の 


で 


《 背面 》 


ジン 


図 の よう な 、 針 金 や 鯨 の 。 
ひげ で 造形 し た 骨組 み の 
アン ダー スカ ー ト 。 スカ ー 
ト に あたる ジュ ッ プ (ペチ 
コー ト ) の 下 に 着用 し た 。 
横 に 広がる シル エッ ト は 
「 肘 置き 」 と 呼ば れ た こと 


で 


に 


背面 の 宰 の 下 か ら 裾 に 向 
か っ て た っ ぷり と 流れ る 
縦 ひ だ 。18 世 紀 の 画 家 、 
ヴァ トー の 絵画 に よく 描 
か れ た こと か ら こ の 名 が 
つい た 。 に 


CICIC AAA 


や 


ピラ 


背 を 高く スラ リ と 見 せる 
ハイ ヒー ル が 流行 。 18 世 
紀 頃 に 人 気 に な り 、 以降 
定着 し た 。 


ピン 


で 


(。 細 


…. 肘 丈 の 袖 を 、 フ リル や 高 
級 レ ー ス で 飾り 付け た 。 


ジン 


の の % IE % 
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に 


や 


本 


ピン 


ジン 


OO % I I I IE IE IE 


で 


45 区 
RN 


NOT We 


《 優美 で 華やか な 宮廷 文化 の 時 代 》 


ロコ コ 時 代 ( 前 期 ) 
$e 


/ と 
i | | / 
に ーー る の 2 
Ne 砂 


ー カ ー や ネッ クレ ス SN 7 
で 飾り 、 台 形 の デコ a 2 
> 4 


ル テ を 際立た せ た 。 


ウロ ー プ ・ ア ・ ラ ・ 
フラ ン セ ー ズ 
ドレ ス の 基本 形 で 、 格 式 
高い スタ イル 。 図 で は 、 ド | 
レス の ふち 飾り が 肩 か ら ーー 
腰 、 足元 まで 流れ て 正面 テン 
連語 に 六 山 し て いる 。 人 


ロー ブ ・ ア ・ ラ ・ フ ラン セー ズ ( フ 
ラン ス 風 ドレ ス ) は 、 18 世 紀 を 通 
し て 宮廷 の 礼服 と し て 着用 され 
た デザ イン で す 。 ガウ ン が 原型 に 
な っ て いる と いう 説 が あり 、 ゆっ 
た り し た 布 使い に その 片鱗 が 見 6 
れ ま す 。 その 反面 、 貴婦人 の 正装 
らし い フ ォ ー マ ル 感 を 出す た め に 、 
上 半身 は 胴 の ライ ン を 締め 上 ば げ 
て ガッ チリ と 整え て いま し た 。 

太陽 王 と 名 高い ルイ 14 世 が 前 
世紀 に 作っ た 、 王立 リョ ン 織 物 製 
作 所 は 日 夜 フル 稼働 で 絹 織物 を 
生産 し 、 貴婦人 た ち に 最高 級 の ド 
レス を 提供 し まし た 。 
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17 世紀 後半 、 フ ラン ス 国 王 ル イ 14 世 は 絶対 王政 を 確立 し 、 ベル 
サイ 宮殿 を 作り まし た 。 貴族 た ち に よる 華 護 な 宮廷 文化 が 発展 
し 、 芸術 や 建築 、 特に 女性 の ファ ッ シ ョ ン が 大 きく 進歩 し まし た 。 

フラ ンス は ヨー ロッ パ 随 一 の 大 国 と し て 栄華 を 極め ます が 、18 世 
紀 に は 、 植 民 地 支 配 や 紡績 機 の 発明 で 経済 成長 を 続け る イギリス 
に 完全 に 追い 抜か れ ま す 。 むし ろ フ ラン ス は 先進 国 イ ギリ ス へ 憧れ 
を 持つ よう に な り ま し た 。 ファ ッ シ ョ ン に お いて も 、18 世 紀 後 半 に な 
る と イギリス 風 フ ァ ッ ショ ン が 流行 し は じ め ま す 。 


ツウ ヴァ トー・ プ リー ツ 
背面 を 流れ る た っ ぷり と し た 
縦 ひ だ 。 ドレ ス と 共布 に な っ 
て いて 、 マン ト の よう な 豪華 
さ を 演 出す る 。 


胸部 に 留め 付け る パネ ル 一 番 上 に 着る ドレ ス 
ピエ ス ・ デ スト マ 

(スト マッ カー) プラス ー 番 面積 が 多く 、 
硬い 材質 の 飾り 主役 と 言え る 。 
パネ ル 。 刺繍 や 


リボ ン で デコ レ 
ーション し た 。 


スカ ー ト に あたる ジュ ッ プ 
(ペチ コー ト ) 

中 に 鳥 籠 の よう な パニ エ を 着 
込ん で ボリ ュー ム を 出し た 。 
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スト マ 


デ 


リル の 


意匠 が 施さ れ た ピエ 


画 で は 、 


が 


・ デ スト マ が ドレ ス を 魚や 


装飾 し た 。 


衣装 の 

(スト マッ カー) 
凝っ 

コル セッ ト で 胴 

を 締め 、 細 いく . 

びれ を 作っ た 。 


時 代 で す 。 
ぶ ビ ピエ ス 
ス 

1| 


代わ り 、18 世 紀 
か 


し まし た 。 
刺繍 や フ 
デザ イン が 多く 見 られ 


形 の パネ ル は 、 個 


3 


治世 が 
な 


1 


角 


3 


好ま れ た 
*・ デ スト マ ( ス トマ ッ カ ー) と いう 


装着 する 


} 


人 


が 

な も の カ 
どこ きれ た 
着 て か ら 装 着 す 


3 


ら ル イ 15 世 ( 
的 な 美術 


ー 


( 


装飾 が な され まし た 。 当時 の 肖像 


で ちこ ゼ エ ス 


ゝ 


ピエ ス ・ デ スト マ は ジュ ッ プ 、 


ルイ 14 世 か 
は 優美 で 享楽 
ドレ ス の 前 身頃 

ドレ ス を 先 [ 
る (p.47)。 


な カ 


貴婦人 の 衣装 の ピエ ス ・ デ スト マ で ( 


ザイ ン も 軽く 華やか 
繊細 な 細工 が 


性 的 な 


く て KK て 6 
閉 手 入間 


民 っ せ 臣 つ … 
租 忠 べく ベー 
せ さ 選民 外 
つ 必 を っ 本 一 


導 eb 


le キ P り や 
OTs 


AN 
< や 。 


° 


陣中 くく ベー 
いい に し 
セー 仙人 補 p 編 つじ 
そし 


や か な へ アス タイ ル と 帽子 | 


貴婦人 た ちの へ アス タイ ル は 、 巻 き 
毛 を 作る と ミ ろ か ら 始 まっ て 、 次 第 に 
盛り 髪 の 流行 が エス カレ ー ト し て 巨大 
化し て いき ます 。 全盛 期 に は 、 現代 の 
女性 が 見 て も 驚く で あろ う 極 端 な 盛り 
髪 や 巨大 な 飾り 付け が 流行 し た そう で 
す 。 クラ ンス 手 妃 マ リー・ ア ント ワ ネ ッ 
ト は 、 フ ラン ス 海 軍 の 勝利 を 祝っ て 頭 
に 船 の 模型 を 乗せ た 大 胆 な ヘ へ アス タイ 
ル を お 披露 目 し まし た 。 

髪 の カ ー ル は 、 現代 の コテ と 同じ 原 
理 で 熱し た 鉄棒 を 使用 し て いま し た 。 
へ ヘア スタ イル を セッ ト し た 貴婦人 は 、 
翌日 まで 崩 る な いよ う 、 椅子 に 座っ て 
寝 た と か …。 


衣装 が 豪華 に な る に つれ 
て 、 へ アス タイ ル も 派手 に 
な っ て いき 、 図 の よう な 極 


端 な 盛り 髪 が 流行 し た 。 
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ロコ コ 時 代 は 、 華美 に な っ て いく ドレ ス に 負け な い 華 や か で 時 に 
奇抜 な へ 、 ア スタ イル と 、 それ に 合わ せ た 帽 子 が 多数 考案 きれ まし た 。 
その 一 部 を ご 紹介 し ます 。 

首 回 り を すっ きり と させ た 、 典 型 的 な ロコ 
コ 風 の 髪型 。 図 の よう に 盛り 上 げた 前 髪 は 
「 ポ ン パ ドゥ ー ル 」 と 呼ば れる スタ イル 。 


王妃 マヤ リー・ ア ント ワ ネ ッ 

ト が 出産 後に 薄毛 に 悩ん 

だ と ころ 、 結髪 師 が 考案 し 
た ダウ ンス タイ ル 。 


ボリ ュー ミー な 髪 を すっ ぽ り 覆う 
存在 感 抜群 の 帽子 。 
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1770-1800 


” 極端 な 盛り 髪 が 持て は や 
され た 後 、 短 く 切 っ た 髪 を 
カー ル さ せ た ラ フ な 印象 


っ 


し 
eT 


トコ 


の 髪型 生ま れる 。 
1 簡素 化 が 進み 、 ス カー ト 
の 広 が り が 縮小 す る 。 パ る < 


ニ エ (p.45) が 小ぶり に な 
っ た り 、 パニ エ を 使わ な い 
デザ イン が 出現 。 


_ 肩掛け パ * 
「 フ ィ シ ュー」 と 呼ば れる 
木綿 の 肩掛け が 流行 。 イ 
ギリ ス か ら 輸 入 さ れ 、18 
世紀 後期 の 貴婦人 の 間 で 
多用 され た 。 
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庭園 な ど を 散歩 で 

する 際 に 、 ア ク 8 
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セ ザ サリー 
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Mu 持た れ た 。 FR ジャ ケッ ト や ロー ブ に 、 ボ 
» "4 タン が 多用 され る よう に 
0 な る 。 
"| 4 1 「 
1 、 ロー プ ・ ア ・ 
| } 1 ラン グレ ー ズ | 
" | 図 の よう な 、 ヴァ トー・ プ 
Ne lst | wo | リー ツ の な い 人 簡素 な ドレ 
RI | ON 1 SN | に 次 パニ エ (p.45) を つけ 
’ | ず 楽 な 着 心地 で 、 散歩 着 
1 や 部 屋 着 に 用 いら れ た 。 


月 


は 


a 
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50 
OPT 


SU 
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の が 
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本 
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(洗面 ) 
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ジー 

時 期 は 、 麦 わら 峠 子 が よ 人 い 、 ン Ne 

く 被 られ た 。 8 ( co 0 
ノ Ny “ イギリス 風 の 結 模 様 の 布 6 
A KR 地 が 流行 。 


どっ 


本 


と 


生生 
合わ せ を 楽し ん だ 。 


Ten 
が な く な り 、 フ ィ ッ ト し た 
デザ イン に 。 


本 


本 


で 
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ピコ 


本 
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本 
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本 


と 
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li 3 
I IO I EIEIO IE EIEIO IE IE EIENE IE IE IE AIEEE NO 


《 素朴 で 自然 体 な 田園 調 の モー ド 》 極限 まで 華美 を 極め た ロコ コ フ ァ ッ シ ョ ン 

コ 時 代 ( 後 陳 は 人 簡素 化 が 進み 、 1770 年 頃 か ら ロ ー プ ・ ア ・ ラ ・ 

内 ne (後期 ポロ ネー ズ (ポー ラン ド 風 ドレ ス ) が 登場 し ます 。 

貴婦人 た ち は 堅 苦し い 宮 廷 の し きた り を 離れ 、 

田園 の 散歩 な ど 憩 い の 時 間 を 求め ある よう に な 

7ZZ の り ま す 。 ファ ッ シ ョ ン も 可動 的 で カジ ュ ア ル な 

も の に 変化 し て いき まし た 。 特徴 は 、 た くし 上 

げた ドレ ス の 福 歩き や すく する た め に 裾 を 持 

ち 上 げ 、 紐 で 留め て 着用 し ます 。 ヴァ トー プリ 

ー ツ が あっ て も 綺麗 に ドレ ー プ を 寄せ られ る 、 
お し ゃ れ な 衣装 で す 。 


ドレ ー プ が 

ライ ウロ ー プ ・ ア ・ ラ ・ 2 

ライ ブ 柄 が 6 MK | ロー プ ・ ア ・ ラ ・ 

流行 し た 。 … ポロ ネー ズ 6 ポロ ネー ズ の 内 側 
た くし 上 げた 裾 が 特徴 ぶ ロ ネ 内 


“的 な ドレ ス 。 ロー ブ ・ ア ・ 
ラ ・ フ ラン セー ズ を 仕立 
て 直し た の が 始ま り と 
いう 説 が ある 。 


ドレ ス の 内 側 で 、 身頃 と スカ ー ト を 
紐 で 結ん で た くし 上 げ て いる 。 その 
た め 留 め 具 は 外側 か ら 見 えな い 。 
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ロー ブ ・ ア ・ ラ ・ ポ ロ ネ ー ズ と 同時 期 に 生ま れ た の が 、 ロ 
ー ブ ・ ア ・ ラ ング レー ズ (イギリス 風 ドレ ス ) で す 。 田園 生活 
を 愛す る イギリス 趣味 が 貴族 の 間 で 流行 し 、 ファッション 
に も 影響 を 与え まし た 。 ヴァ トー プリ ー ツ や パニ エ な どの 臣 
苦し い パ ー ツ を 取り 払っ た 、 自然 な 着こなし が 特徴 で す 。 

伝統 や 階級 に 縛ら れず に あり の まま で 生活 し た いと いう 
自然 回 帰 の 思想 が フラ ンス 全体 で 支持 され 、 後に 起こ る フ 
ラン ス 革 命 へ と 繋が っ て いき ます 。 


ウロ ー プ ・ ア ・ 
ラン グレ ー ズ 
装飾 も シン プル な 、 日 
常 向け の ドレ ス 。 狩り や 
畑 仕事 に 興じ た イ ギ リ 
ス 風 スタ イル は 、 活動 
ご 的 な 男性 服 の デザ イン 
を 女性 服 に 多く 取り 入 


フィ シュ ー 全 体 図 


ツ フ ィ シ ュー 
イギリス 製 の 木綿 の 肩 持 
けが 流行 し た 。 
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1775 年 、 イ ギリ ス の 植民 地 で ある アメ リカ 大 陸 で 
独立 戦争 が 勃発 。 シイ 16 世 は アメ リカ を 支援 し ます 
が 、 フ ラン ス は 財政 危機 に 陥り ます 。 

国内 で は 独立 戦争 を 受け て 自由 民主 主義 へ の 関 
心 が 高まり 、 身分 の 表示 や 人 工 物 に 締め 付け られ た 
仕組 みか ら 脱 却 し よう と いう 気風 が 高まり ます 。 
フラ ンス 王妃 マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト は 、 プ ライ ベー ト 
の くつ ろ ぎ 着 と し て 、 シュ ミー ズ ・ ド レス を 考案 し まし 
た 。 「 王 妃 風 の 下着 」 と 命名 る きれ た この 衣装 は 、 宮 中 
で 大 い に 話 題 に な り 流行 し ます 。 この 衣装 は コル セッ 
ト や パニ エ な どの 整形 下着 を 取り 払い 、 体 に 負担 を 
か け な い お し ゃ れ を 実現 させ まし た 。 これ は フラ ンス 
革命 を 経て エン パイ アス タイ ル (p.64) へ と 発展 し 、 よ 
り 洗練 きれ て いき ます 。 


下着 は 着用 され ず 、 バ スト の カッ プ の 形 が 服 
の 外 か ら 見 えた り 、 腕 が 透け る 素材 だ っ た た め 、 
当初 は 貴族 に 「 下 品 だ 」 と 不評 だ っ た 。 


サ デ ジ ンジ や 


シュ ミー ズ ・ ド レス 
薄い 綿 モ スリ ン を 素材 に じ た 、 下 
着 の よう な ドレ ス 。 被 は 大 きく 開 
き 、 ハ イ ウ エス ト で 直線 的 な シル 
エッ ト 。 堅苦しい 従来 の ドレ ス と 
は が ら り と 変わ っ た 斬新 な も の だ 


つた 。 


4 


Lt JI 


Dick up 


| 薄い ドレ ス に 合わ せる 上 着 | 


シュ ミー ズ ・ ド レス の 最大 の 弱点 は 「 寒 い ] こ と ! 厳し い ヨ ー ロ ッ パ の 冬 に 、 薄い 
綿 モ スリ ン の ドレ ス は さす が に 寒 す ぎ た よ う で 、 風邪 や 肺炎 で 亡くな る 女性 が 続出 
し ます 。 その 結果 、 こ の 薄い ドレ ス の 上 に 着用 する 防寒 用 の 上 着 や ショ ー ル が 流行 
し まし た 。 その 一 例 を ご 紹介 し ます 。 


ツ ⑦ フ レン チ ・ ジ ャ ケッ ト ウル ダン ゴト 

ショ ー ト 丈 の 機能 的 な 上 着 が 人 気 に 。 背面 の デザ イ 男性 用 の 乗馬 服 で ある 、 ル ダ ン ゴト と いう 上 着 が 女 
ン に ヴァ トー・ プ リー ツ (p.45) が 取り 入れ られ た 、 フ 性 服 に も 取り 入れ られ た 。 ウエ スト が 絞ら れ た 、 や や 
ラン ス 風 デザ イン 。 裾 広 が り の シル エッ ト が 特徴 的 。 
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な 
バロック アレ ンジ 


切り 口 し だ いで 
カジ ュ ア ル も フォ ー マ ル も 可能 な 
バロック 期 の アレ ンジ を ご 紹介 し ます ! 


2 和合 ア レン ジ 度 : ツ 
"スペ イン 風 ヴ ェ ル チュ ガ ダ ン (p.29) の ゴー ジャ ス な 
. シルエット を さら に 装飾 し た 。 スカ ー ト の 面積 が 大 き 
、 い の で ギャ ン バ パス 感覚 で 、 タ ッ セ ル な ど 自 由 に デコ 
レー ショ ン し て いる 。 


こい の ここ 


沙 @ テ マ 半 て H 


アー 


アレ ンジ 度 :CO 半 , 
た くし 上 げた ドレ ス の 裾 や ビ ゴ ラ ・ ス リ 
ー ブ (p.40) を 羽 に アレ ンジ 。 靴 は 男性 的 
な ブー ツ を 採用 し 、 きり っ と し た 印象 に 。 


る 世 枝 


午 つ 田 燃 く G 絡 っ 


NN 


紀 桶 G 尼 要 団 


アレ ン 


アク セン ト が 集中 し た の で 


ンプ ル | 


っ て いた 


ろ の デザ イン を 参考 に 、 妖精 風 | 


ジ 。 上 半身 ( 
スカ 
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宰 が 立 


こ 
~o 


ト は シ 


アレ ンジ 度 : の ウツ 
バロック 初期 の ま 7 


銃 士 』 


『 


は 、 ル イ 13 世 時 代 が 舞台 。 大 き な 補 と ツ 


アレ クサ ンド ル ・ デ ュ マ の 小 


こ 。 お 


銃 土 風 コー デ 


好み の 武器 を 持た せれ ば ドレ ッ シ ー ナ イ 


バ の 広い 帽子 で 、 


ト の 出来 上 が り ! 
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乙女 の 夢 が 満載 ! の 


AS 


人 


2 0 2 も 
華麗 で 、 時 に 斬新 な ロコ コ ド レ ス の か . り 
境 ジ "= プレ ンジ アイ デア を お 楽し みく だ さい ! デア 
ツ eo ジジ 
“RR 【 
8 い 

アレ ンジ 度 : ウ OO 


ンー フラ ンス 銘菓 マカ ロン を 

人 散り ば め て 、 女 の 子 が 好き 
な も の 満載 の ドレ ス に 。 つ 
ナ 徐 や ブー ツ を 組み 合わ 


キラ キラ 輝く 布地 を 使っ た 、 夜空 を イメ 
ー ジ し た ナイ トド レス 。 ざく ざく カッ ト の 


58 フリ ル で アク セン ト を つけ て いる 。 


アレ ンジ 度 :⑦ / 
シュ ミー ズ ・ ド レス を ナチ ュ ラ ル ・ ガ デー| < 
リー な ワン ピー ス に 改造 。 現代 アイ ズ 、 

ム の レー スソ ックス も マッ チ す る ふい 


の 2 ポン いて 


アレ ンジ 上 度 : ツ ⑦ ウ 
冬 用 の ドレ ス ア レン ジ を テー マ に 、 ファ 
ー を 多用 し た 温か そう な ドレ ス に 。 手 を 
温め る マフ も 、 揃い の デザ イン で 統一 。 
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ここ + と こつ 


いこ ゲー280 5 っ ン 
CK 


的 @ 翼 想い ] 
ー ル へ ミー キー トド ヘー ンー 


ジー ベー 
ニン 


さ ン ミー 


バ 


る バン ク 風 カレ スジ 3 
ー ン な ど : は 人 スク の 生音 
有休 シル エスト 
ョ 子 は ロコ コ の 形 を 基本 と じ て い 。 
ド ペ パンツ と ニニ ベイ レブ 
ニン で セク シー 度 カップ! 


貴婦人 は いか に し て 
清潔 感 を 演出 する の か 


権威 の 表現 を 重視 する 貴婦人 の 装い で す が 、 その 一 方 で 17 世紀 に は 着 心地 の 良き を 求め よう と す 
る 意識 が 目立っ て きま す 。 そこ で 貢献 し た の が 、 東 イン ド 会 社 を 通し て ヨー ロッ パ に 大 量 に 入っ て きた 
イン ド 綿 、 いわゆる 更紗 で す 。 重く 、 洗濯 の きか な い 絹 や ウー ル と 違い 、 綿 は 軽く 、 洗濯 6 で き 、 保 温 
性 も あり ます か ら 、 ヨー ロッパ 人 を 魅了 し ます 。 国内 織物 産業 の 保護 の た め 、 輸入 ・ 生 産 が 禁止 され 
て も 、 貴婦人 方 は 更紗 を 部 屋 着 に 使い 続け ます 。 その 着 心地 の よる は 、 18 世紀 に 入る と 部 屋 着 モ ー ド 
を 生み 、 貴婦人 も 快適 な 日 常 着 と いう 新た な 価値 に 目覚 め ま す 。 

一 方 で 、 清潔 と いう 価値 観 が 目立っ て 説 か れる よう に な る の も この 頃 で す 。 た だ し 、 水 を 危険 視 し 、 
16 世 紀 か ら 6 入浴 の 習慣 は 途絶 を て いま すか ら 、 水 に よる 洗浄 と いう 方 法 で 清潔 を 保つ わけ で は あり 
ませ ん 。 王侯 は 日 に 何 度 も 下着 を 取り 替え た と 伝え られ て いる よう に 、 下着 の 交換 の 頻度 が 清潔 の バ 
ロメ ー タ に な り ま す 。 思想 家 ジ ャ ン ・ ジ ャ ッ ク ・ ル ソー は 、 42 枚 の 下着 を 盗ま れ た と 述べ て いま すか ら 6、 
着替え の 頻度 が 大 きい 分 、 所持 数 も 多く な り ま す 。 リネ ン の 上 等 の 下着 は 、 灰 を 溶かし た アル カリ 水 
や 酸化 し た 牛乳 で つく っ た 酸 に 何 度 も 通し 、 ま た 日 光 に さら し 、 最後 に 藍 や ラピス ラズ リ で 青 味 を 付 
け て 漂白 し ます 。 真っ 白 な 下着 に する た め に は 手間 も 時 間 も か か り ま すか ら 、 上 等 の 下着 は 高価 で 盗 
難 の 対象 に な る の で す 。 スラ ッシュ か ら 自 い 下着 を 引っ ぱり 出す 装飾 $、 や 袖口 に レー ス を 飾る の も 、 
同じ よう に 清潔 を 演出 し て いま す 。 

そし て 手首 に 黒い リボ ン を 巻く 流行 も 、 黒い サテ ン の 布 を 
切り 取っ て 顔 の あちら こち ら に 付け る 「 つ け ぼ くろ 」 も 、 肌 の 
白き を 強調 し て 清潔 さき を アビ ピー ル す る た めで す 。 ちな み に 付 
ける 場所 に よっ て 、 ほ くろ は メッ セー ジ を 発し ます 。 目 の そ ば 
に 付け れ ば 私 は 情熱 家 、 唇 の 上 な ら 私 は コケ ッ ト 、 鼻 の 上 な 
ら 私 は な まい き 、 額 な 6 私 は 厳 め し い 、 類 な ら 私 は 優美 、 吾 
な ら 6 私 は 慎み 深い 、 と いう 意味 で す 。 


や 18 世 紀 の 部 屋 着 (1770 年 ) 


※ 図 は すべ て マー ル 社 刊 :『 ポ ー ケ の ファ ッ シ ョ ン 画 集 』 よ り 
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帝政 時 代 ~ 19 世 紀 前 半 


1800 ~ 1850 


革命 後に 主流 に な っ た 簡素 な エン パイ ア ・ ス タイ ル と 、 
貴族 社会 の 復権 に よっ て 生ま れ た 可憐 な ロマ ンチ ッ ク ・ ス タイ ル 


1789 フラ ンス 革命 


1804 ナポレオン 1 世 が フラ ンス 和 皇帝 に 
ww エン パイ ア ・ ス タイ ル の 令 行 


ee… ナポレオン が 公 的 な 場 で の 
絹 の 着用 を 命令 


| 1814 ウィ ー ン 会 議 
1814 フラ ンス 復古 王政 


ロマ ン 主 義 が 広がる 
mm TD > ンチ ツ ク ス 交 イ ル の 流行 
ws 足 が 見 える 程度 の スカ ー ト 区 に 


e-・ コ ルセット が 再び 必需 品 に 
mw ジ ゴ 袖 が 再び 流行 


1830 フラ ンス 7 月 革命 


ww スカ ー ト 夫 が 再び 長く な る 


184S フラ ンス 2 月 革命 
1848 3 月 革命 


2) 
て 
* 


Nr iad dd 


エン パイ ア ・ ス タイ ル : 基本 形 (帝政 時 代 ) _ 
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《 前 面 》 


TN ; 
人 NN ) 1800-1820 


⑯ 、 5 ウ グ 
\ ) 


9 N 盛り上げ て いた ロコ コ 時 3 
代 の 髪型 か ら 、 自然 な 印 
象 の 髪型 に 変化 。 。 


シン プル な ドレ ス の 上 か ら 、 
ショ ー ル を 羽織 る の が 流 
行 する 。 貴婦人 は 様々 な 羽 
織り 方 で 個性 を 出し た 。 


コル セッ ト や パニ エ で 人 
工 的 に メリ ハリ を 付け た  . 
シル エッ ト か ら 一 転 し て 、“ 
体型 を 補正 し な い 自 然 体 

の シル エッ ト に な る 。 ハイ 

ウエ スト の 位置 (バス ト す 

ぐ 下 ) と 、 ス トン と し た ス 
カー ト が 特徴 的 。 


0 
の っ 


が “ 


ヒー ル の な い フ ラッ ト な 
靴 が 主流 と な る 。 
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ロマン チック ・ ス タイ ル : 基本形 9 世紀 前 半 ) _ 


《 背面 》 


1820-1850 4 } 


貴族 調 の 再燃 に と も な い 、 で 。 が パテ ペン 
シル エッ ト に メリ ハリ が 生 、 

まれ る 。 ウエ スト 位置 が 少 

し 下がり 、 肩 と スカ ー ト が / S 
ふく らむ 。 Ae 8 


様々 な 形 や 装飾 の ボ 
ン ネ ッ ト (p.69) や シ 
ャ ポー (p.70) な どの 
帽子 を か ぶっ た 


腰 を 絞る 補正 下着 、 コ ルセット が 再び 登 
場 し た 。 この 後 20 世 紀 初 頭 ま で 、 女性 
の 必需 品 と な る 。 
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ドギー ンド で: RE CE RE 


《 フラ ンス 革命 を 経た ファ ッ シ ョ ン 》 


帝政 時 代 


Int DED I ot i CI TH DD I okt 


18 世 紀 末 、 フラ ンス 革命 が 人 々 の 思想 ゃ 生活 に 大 き な 変 化 を も た らし まし た 。 貴族 的 な ュ ル セッ ト (p22) 
や パニ ェ エ (p.45) を 取り 払っ た 市 民 調 の 衣装 が 好ま れる よう に な り 、 前 時 代 に フラ ンス 王妃 マリ ー・ ア ント ワ ネ 
ッ ト が 考案 し た 、 簡素 な シュ ミー ズ ・ ド レス (p.54) が 主流 に な り ま す 。 

特に 薄 地 の 綿 モ スリ ン の 直線 的 な ドレ ス が も て は や され まし た 。 この 衣装 は 古代 ギリ シア や ロー マ で の 共和 
制 を 理想 に 掲げ た 帝政 時 代 の 思想 に 影響 され て いま す 。 この ドレ ス が 流行 し た 当初 、 若者 た ちの 間 で 図 の よ 
うな 奇抜 な 格好 を し た 女性 が 登場 し 、「 メ ル ヴ ェ イ ユ ー ズ 」 と 呼ば れ ま し た 。 薄 地 の 衣装 は ヨー ロッ パ の 気候 


7 の の 
france 
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保温 性 の 高い 、 イ り 物 。 透け る 質感 
ンド 産 の カシ ミア AA が 好ま れ た 。 .… 
が 人 気 に 。 へ } 上 
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あめ メル ヴェ イ ユ ー ズ 

メル ヴェ イ ユ ー ズ と は 、「 び 
っ つく りす る よう な 」 と いう 意 
味 。 大 き な リ ボン や 立ち 上 
が っ た 補 な ど 、 奇抜 な ファ 
ッ シ ョ ン を 誇っ た 。 


に は 不向き な た め 、 風邪 や 肺炎 で 亡くな る 人 が 続出 し よし た 。 

フラ ンス 革命 期 に 多く の 貴族 が 亡命 し 、 産 業 資 本 家 や 自作 農 経 
営 家 が 富 を 得 て 、 ブル ジョ ワ ジ ー が 文化 の 中 心 と な り ま す 。 1804 年 
に は ナポレオン が フラ ンス 皇帝 と な り 、 新 古典 主 義 へ 傾倒 し た 新た 
な エン パイ ア ・ ス タイ ル が 登場 し ます 。 主 な 素材 は イギリス 製 の 綿 
モス リン で し た が 、 ナポレオン は 国内 産業 を 守る た め に 国産 の 絹 織 
物 で 仕立 て た ドレ ス を 奨励 し まし た 。 彼 の 妻 ど ジョ モ フ ィ ー ヌ は 綿 モ 
スリ ン を 好 ん で いま し た が 、 国内 で の 着用 を 禁止 され た こと を 受け 
て 公 的 な 場 で 絹 の ドレ ス を 着る よう に な り ま し た 。 こう いっ た 働き か 
け に より エン パイ ア ・ ス タイ ル は 華やか る を 増し 、 宮廷 に 定着 し て い 
きま す 。 ノ 導 
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ゐ ② ら エ ン パ イア ・ 
スタ イル の 公 服 
市 民 調 の 衣装 は 公 的 な 

" 場 に も 浸透 し 、 フ ォ ー 

マル な も の が 登場 し た 。 


な 


⑮ 回 92 グ ト レー シ 
宮廷 に お ける 正装 で は 、 
長い 裾 を 引き ずる ロン 
グ ト レー ン の デザ イン ~ 
が ベー シッ ク に な っ た 。 


市 民 調 の ファ ッ シ ョ ン に 身 を 包み 、 人々 が 民主 主義 、 自由 主義 を 詩歌 し た も の の 、 ナポレオン 帝政 下 で は 


帰国 し た 亡命 貴族 の 復権 な ど 特権 階級 へ の 優遇 措置 が 取ら れ 、 ふた た び 貴 族 中 心 の 風潮 へ と 戻り 始め ます 。 
簡潔 さ に 重き を 置い て いた シュ ミー ズ ・ ド レス は 気候 や 社会 に 合わ せ て 変化 し 、 長袖 の 8 る の や フリ ル や レー 
ス で 装飾 し た も の が 登場 し まし た 。 小物 は 「 レ ティ キュ ー ル 」 と 呼ば れる 手提 げ 袋 が 人 気 と な り ま す 。 ドレ ス が 
細身 の シル エッ ト に な り 、 ポケ ッ ト が な く な っ た た め に バッ グ が 必要 に な っ た こと も 理由 で す 。 

防寒 に 課題 を 抱え て いた エン パイ ア ・ ス タイ ル は の ち に 外 奏 が 考案 きれ 、 ハイ ウエ スト の 切り 替え に 合わ 


《 様 々 な レティ キュ ー ル の 例 》 


レティ キュ ー ル 
小型 の 手提 げ 袋 や 暫 。 図 の よう に 
刺繍 や 留め 金 で 可憐 に 飾り つけ 、 
アク セ サ リ ー の よう に 使用 され た 。 


シン プル な 綿 モ スリ 
ン の ド レス か ら 流 行 
. が 変化 し 、 長 袖 の 色 
彩 豊か な ドレ ス が 登 
場 じ た 。 
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せ た 短 い 丈 の ジャ ケッ ト 、 ス ペン サー が 登場 し ます 。 イギリス の スペ ン サ ー 伯 爵 が 考案 し た この 上 着 は 、 デザ 
イン と 防寒 を うま く 両 立 し 流行 し まし た 。 帽子 も 様々 な 種類 が 登場 し 、 前 方 に つば が せり 出し た ボン ネッ ト な 
ど が 主流 に な り ま し た 。 

1814 年 頃 、 ナ ポレ オン 帝 国 の 崩壊 に より 旧 貴 族 た ち が 勢 力 を 取り 戻 そ うと する 動き が 高まり ます 。 ファ ッ シ 
ョ ン も 貴族 的 な も の へ 変化 し 、 コ ルセット や スカ ー ト 整形 下着 が 復活 し て いき ます 。 


② め ボン ネッ ト 

頭頂 か ら 後 ろ ク に か け て 深く か ぶり 、 
お で こ を 出し て 、 あご の 下 で ひも を 
結ぶ 帽子 。 


アン ダー バス ト の 長 さ に 合わ せ 
た 、 短い 丈 の ジャ ケッ ト 。 独特 
な 形 で 人 気 を 博 し た 。 スペ ン サ 
ー 以 外 に も 、 ワン ピー スタ イプ 
の コー ト が 登場 し た り と 、 多彩 
な 衣装 が 生ま れ た 。 


《 復興 し た 貴族 調 の 衣装 の 時 代 》 


19 世 紀 前 半 


と る の で る SO の 9 と o る て て 9 と 29 ゃ で る の 2 た ゃ る で 


ナポレオン 帝国 の 崩壊 に 伴い 、 ヨー ロッ パ 各 国 は ウィ ー ン 議定書 に 調印 し 、 フ ラン ス は 復古 王政 の も と 自 
由 民 主 主義 を 押さ きえ ぇ 込み まし た 。 ウィ ー ン 体制 下 の フ ラン ス で は 、 大 国 の 後ろ 盾 で ブル ボン 王朝 が 復活 し ま 
す 。 ドレ ス も か つて の 貴族 的 な 豪華 き を 取り 戻す べく 、 メリ ハリ の つい た シル エッ ト に 変化 を 続け を ます 。 ユル 
セッ ト で 腰 を 絞り 、 ペチ コー ト を 越 重 も 重ね て スカ ー ト を ふく 〈 ら ませ る 貴族 らし い フ ァ ッ ショ ン を 再 構築 し ます 。 


16 世 紀 に 流行 し た 、 
. ふ くら ん だ 肩 が リバ 
ー イ バル 。 


つば の 広い 帽子 が 流 
行 。 つば の 下 か ら リ 
ボン を 垂らし て いる 。 


足首 が 見 える 
ぐら い の ス カ 
ー ト 丈 が 流行 。 


? の 靴 
ヒー ル の な い フ ラッ トシ ュー ズ が 主流 。 
紐 を 足首 に 編み 上 げた 。 


1824 年 に 戴冠 し た シャ ルル 10 世 は 、 貴 族 や 僧 但 の 特権 ・ 利 益 を 保護 する 反動 政治 を 強行 し 、 民 主 主義 
へ の 弾圧 を 行い まし た 。 それ に 反発 し た 民衆 が 1830 年 に 七 月 革命 を 起こ し て 勝利 を 収め 、 自 由 主義 派 の 吐 
族 ル イ ・ フ ィ リ ッ プ が 新 国王 に 選ば れ ま す 。 彼 は 「 ブ ブルジョワ の 王 」] と 呼ば れ 、 こ れ に より ブル ジョ ワ ジ ー の 替 


力 が 強化 きれ る こと と な り ま す 。 ブル ジョ 


み 、 社 交 の 場 へ と 参 人 し て いき まし た 。 


4 夜会 服 


し 夜会 服 で は デコ ル テ の 開い た 
K タ " ドド レス を 身 に 着け 、 花 や リボ 
ン の 髪 飾 り で 華 角 に 着飾っ た 。 


ワ ジ ー は 貴族 に 近付く た め に 豪華 な 貴族 調 ファ ッ シ ョ ン に 身 を 包 


あめ オ フシ ョ ル ダ ー 
普段 着 の 肩 の 位置 が 下がっ た 
の と 同様 に 、 夜会 服 も 肩 を 出 
す オ フシ ョ ル ダ ー の デザ イン .… 
が 流行 する 。 華 秦 な 肩 の ライ し 
ン が 女性 らし い 。 の 


復興 し た 貴族 調 の 衣装 は 、 芸術 の 潮流 「 ロ マン 主義 ] の 影響 を 受け て いま し た 。 幻想 ゃ 空想 を 追求 する ロ 
マン 主義 で は 女性 は 可憐 で 弱 々 し く 労 働 と 無線 で も る こと が 理想 と され 、 従順 な 深 窓 の 令嬢 を 形作る べく 、 
貴婦人 た ち は 再 び コ ルセット を 締め まし た 。 スカ ー ト の 広がり は 徐々 に 増し て いき 、 バ ラン ス を と る た め に ふく 


らん だ ジ ゴ 抽 や パフ スリ ー プ は 小 き く な っ て いき ます 。 


② へ アス タイ ル 
高く 結い 上 げ る スタ イル が 
流行 。 

1835 6 

England 肩 の 切り 返し 位置 が 低く 変化 。 


な だ ら か な 肩 の ライ ン が 女性 
らし さ を 演出 。 


スカ ー ト の 広がり と 


バラ ンス を と る た め 


1848 年 の 三 月 革命 で ウィ ー ン 体制 は 崩壊 し ます が 、 こ 
れ に より 長期 的 に ヨー ロッ パ は 安定 を 取り 戻し ます 。 イ ギ 
リス で は 前 世紀 か ら 産 業 革命 が 起こ っ て いま す が 、 フ ラ 


ヽ ンス で は 1830 年 代 に 産業 革命 が 進展 し て あら め る 産業 が 
活発 化し 、 ヨ ー ロ ッ パ で は 貴族 と プル ジョ ワ ジ ー に よる 豊 
1840 か な 文化 が 発展 し まし た 。 ファ ッ シ ョ ン 産 業 6 も 大いに 賑 わ 


England い 、 フ ラン ス 、 リヨン の 絹 織 物産 業 は 活気 を 取り 戻し ます 。 
この 頃 か ら 男 性 服 は イギリス 、 女性 服 は フラ ンス が 影 
響 力 を 持つ よう に な り 「 ロ ンド ン の テイ ラー」 「 パ リ の モ 

ー ド 」 と 呼ば れる よう に な り ま す 。 


スカ ー ト 丈 
女性 の 慎み 深 さ を 表現 する 
よう に 、 スカ ー ト 丈 は 再び 
床 に つく ほど 長く な る 。 
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ハイ ウエ スト が ポイ ント ! の 
エン パイ アテ アア ルレ ンジ 


ハイ ウエ スト は 、 制服 風 に も ファ ンタ ジー 風 
相性 抜群 ! の 使え る シル エッ ト で す 。 


アレ ンジ 度 : ああ 
アイ ドル を イメ ー ジ し て 、 学 生 服 
を モチ ー フ に し た ステ ー ジ 衣装 に 
メ ビ ピン ジ 。. ミ ニ 丈 の ドレ ス で ダン 
ス の 躍動 感 を プラ ス 。 


ム Q へ QA ハハ 


w 視 7 4//X A 6 
eV 7 と 
7/A Wl Rt 
1 .X1 


度 8 

旅 装 風 ス ペン サー(p.69) ルッ ク 。 スカ ー 
ト 丈 を いじ っ て ブー ツ を 見 せる よう に し た 。 
カッ チリ し た 軍服 風味 の アレ ンジ と も 好 相 
性 の 例 。 


る を 


マキ ー く る ③ 節 学 


る 
2 


アレ ンジ 度 :⑯④GoG⑤ 
引き ずる 裾 を 羽 に 見 立て て 、 
透明 感 の ある 羽 虫 に 変身 。 

シル エッ ト が 大 人 し い の で 
装飾 や 模様 で メリ ハリ を つ 
け て いる 。 


アレ ンジ 度 : ああ 
エン パイ ア ・ ス タイ ル (p.64) 
を ベー ス に 、 裾 を 大 胆 に カッ 
ト し た ファ ンタ ジー アレ ンジ 。 
立ち 上 が っ た 補 や 垂らし た 
リボ ン で 、 人 迫力 と 動き を プラ 
ス し た 。 


1 | | 
中 叶 遇 衝 | | 
> 


1 1 | ll 
幻想 的 で 色香 漂う 
ロマ ンチ ッ ク ア レン ジ 
女性 らし いな だ ら か な 肩 の シル エッ ト を 活か し 、 


ガー リー に も セク シー に も 変幻 自在 ! 
WW II WW WI 


| | 


1 


l] 


蘭 避 考 湯 


tuUy こ 
SC 


に e 記 
Gy 


= 
絆 
でぶ ざい YY 9 て ( 7 
記 硫 び ぷ て る 9 て rr 


アレ ンジ 度 : び 

ガー リー な ドレ ス が 多い ロマ ンチ ックス タイ 
ル を 、 オフ ショ ル ダ ー (p.71) の 夜会 服 を ベー 
ス に 、 セクシー な 歌姫 の ドレ ス に アレ ンジ 。 


アレ ンジ 度 : ふ あめ 5 
な だ ら か な 肩 の 切り 替え 位置 と 、 丹 を 結っ た 
髪型 か ら 着 想 を 得 て 、 KIMONO 風 ドレ ス に 大 
変身 ! 振り 袖 を レー ス で 装飾 し 、 洋風 に アレ 
ンジ し た 。 扇 型 の 髪 飾 り も ポイ ント 。 


ー 


(2 


4 
ee 


アン デル セン が 発表 し 


た 名 作 章 話 「 親 指 姫 」 を テー マ ( 


(( 写 ニン 


し た か わい らし い ア レン ジ 。 


アレ ンジ 度 : や ④ 


1835 年 ( 


ト が 魔法 少女 らし 


目 子 も マッ チ し て いる 。 


丈 スカ 
さ の ポイ ント 。 シャ ボー (p.70) を 


し た 


ー 


[ 


アレ ンジ 度 : ふ ああ ④④ 

魔法 陣 の モチ ー フ を 散り ば め て 
輝く 杖 を 持た せれ ば 、 魔法 少女 
風 ア レン ジ の 出来 上 が り ! キラ 
キラ アク セ サ リ ー と アク ティ ブ な 


元 


Se = 
ご 
em 


や 白い シュ ミー ズ ・ ド レス (1819 年 ) 


貴婦人 の ドレ ス は 
な ぜ 色 鮮やか な の か 


9 テン 
NIL 


草木 染め の 布 が 淡い 色合い で ある よう に 、 自 然 の 染料 に 頼る 時 代 に は 、 布 を 鮮やか に 染め る の は 難 
し いこ と で し た 。 古代 の パー プル ( 赤 紫 色 ) は 貝 の 分 泌 液 で 染め 、 中 世 の ス カー レッ ト (深紅 色 ) は 内 
殻 虫 の 死骸 で 染め ます が 、 これ ら は 鮮やか な 赤 を 発色 し 、 し か も 退色 し な い 稀 な 染料 で し た 。 ゆえ に 
赤い 布 は 高価 で 、 権 力 者 の 衣 に な り ま す 。 赤 に 限り ませ ん が 、 濃い 色 を 着 ら れる の は 、 この よう に し て 
碑 沢 が 許さ きれ る 貴族 に 限ら れ ま す 。 貴族 が まとう 藍染 め の ウ ー ル は 、 何 度 も 染 液 を 通し て 濃く 染め た 
高級 品 で す 。 後に お 針 子 を グリ ゼット 、 つ まり グレ ー の 女性 と 呼び ます が 、 それ は 庶民 に は 色 の 付い 
た 服 は 着 ら れ な か っ た か ら で す 。 

MK 最高 ! HE SRI と で す 。 き 
っ か け は 、 贅沢 禁止 今 に よ り 黒 が 勧め られ 、 漆黒 に 染め る 技法 が 開発 きれ た か ら で す が 、 ここ に は 黒 
が 示す メラ ンコ リ 0 情 に 共感 する 時 代 の 気分 も ありま し た 。 そ EN 細 も ホン ロ テ ス 
タン ト の 倫理 が 、 黒 の 着用 を 決定 的 に し ます 。 黒 や 暗い 色 は 道徳 的 な 色 で 、 鮮やか な 色 は 不道徳 と 
みな す 色 彩 倫理 が 説 か れ た の で す 。 道徳 的 な 色 と し て 勧め られ た 黒 を 着 て 、16、 17 世紀 の 貴婦人 は し 
ば し ば 肖像 画 に 描か れ て いま す 。 

18 世 紀 ま で 、 服 の 色 に 男女 の 差 は あり ませ ん が 、 近代 産業 社 
会 を 迎え る と 色 に ジェ ンダ ー が 現れ ます 。 男性 は 勤労 に 励み 、 し 
か る 経済 力 を 誇示 し な い 謙 虚 る を 示し て 黒 を まとい ます 。 一 方 の 
女性 は 家庭 を 護る 天使 と し て の 役割 与え られ ます か ら 、19 世 紀 
初頭 の 清 危な 日 い シ ュ ミ ー ズ ・ ド レス は 象徴 的 で す 。 そし て 社交 
の 場 で 女性 が 豪 奪 な ドレ ス の 着用 を 求め られ る の は 、 妻 の 衣 箕 
が 夫 の 経済 力 を 示す 場 と な っ た か ら で す 。 か つて の 貴族 が 豪華 な 
織物 と 宝飾 で 威厳 を 示し た よう に 、 近代 社会 で は 女性 の 装い が 
夫 の ステ ー タ ス を 示し ます 。 

た だ し 、 黒 服 の 男 と 色 を 使う 女 の 対照 は 、 女性 蔵 視 の 観念 と も 
重なり 、 色 を 文明 に 対す る 野 奏 、 西洋 の 知性 に 対す る 東洋 の 官 
能 性 、 ま た 理性 的 な 男性 に 対す る 感情 的 な 女性 の シン ボル と し 
て 、 色 を 弱者 と 結び つけ る 観念 を 育て ます 。 色 鮮 や か な 貴婦人 の ーー 
装い の 背後 に は 、 女性 を 劣 視 する 男性 の 視線 が 見 を え 隠れ し ます 。 黒い ドレ ス (1630 年 ) 


※ 図 は すべ て マー ル 社 刊 :『 ポ ー ケ の ファ ッ シ ョ ン 画 集 』 よ り 
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生音 
19 世紀 後手 て 20 世紀 初頭 


1850 ~ 1980 


急速 な 産業 の 発達 と 社会 の 変化 に よっ て 、 
め ま で る し く 変 化す る スタ イル 。 足 婦 人 の ドレ ス は 最後 の 交 き へ … 


1850 1851 イギリス で 第 1 回 亡国 博覧 会 
Me クリ ノリ ン ・ ス タイ ル の 流行 
19 [mw ミシン が 流通 し 始め る 
世 ||1858 ク リノ リン が 最大 に 
鉄道 網 な ど 、 交 通 機関 の 発達 
紀 1861.65 アメ リカ 南北 戦争 
後 バッ スル ・ ス タイ ル の 流行 
半 
1890 = = 
mmm 再び 大 き な 袖 が 流行 
19|eeew'S 字 型 シ シル エッ ト が 流行 
世 
紀 アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 様 式 が 盛ん に 
末 
1900 1900 パリ 万 博 で 川上 貞 奴 が 公演 
mwww ジャ ポニ スム ・ モ ー ド が 流行 
1906 へ ヘレ ニッ ク ・ ス タイ ル の 登場 
mmmw オリ エン タル ・ モ ー ド が 流行 


191 を -18 第 一 次 世界 大 戦 

ブラ ジャ ー が 普及 し 始め る 
スカ ー ト が 短く な り は じ め る 
アー ル ・ デ コ 様 式 が 盛ん に 

ギャ ルソン ヌ ・ ス タイ ル の 登場 


a 


タク リフ リン スス タイ 


0 


《 前 面 》 


1850-1870 


ジ シルエット 、 低い 位置 で 結 う ヘ アス タ 
no の TP イル が 主流 と な る 。 日 常 
CER で は まとめ 髪 、 夜会 な どの 
スカ ー ト が 主役 。 3 青 れ 着 の と き は 巻き 毛 を 

垂らし た 。 


スカ ー ト の 広がり と 同調 
し て 、 袖 も 全体 が ふく ら 
む 。 付け 根 は 狭く 、 手 首 に 
行く ほど 広がる 形 。 スカ ー 
ト の 変形 と と も に 袖 も し ぼ 
ん で いく 。 


スカ ー ト を 広げ る た め の 
補正 下着 が 流行 。 鯨 の ひ 
げ や 針金 を 輪 に し て 籠 状 
に 骨組 み を 作り 、 布 な ど を 
貼っ た 。 


有 2 の 変化 | 


ン の 形 


リ 
よっ て 大 きる や シル エッ ト が 


up 
リノ 


@:; 


変わ る 、 


年 代 ! 


《 背面 》 


クリ ノリ ン の 変化 を まとめ まし た 。 


帽子 を 被 ら な い 場 面 で も 、 愉 


布 の 被り 物 で 頭 を 装飾 し 


+ 


こ o 


~o 


り 、 広 が り は 最大 | 


に な 


J 


ー が 


ド 


控え め 。 


が り は 


広 


次 第 に バッ スル 型 へ 変化 。 


の ボリ ュー ム が な く な り 、 
ろ が 長く な る 。 


前 


後 


il 


2 


《 小 や か で 可憐 な た た ず ま い の モ ー ド 》 


19 世紀 後半 (前 期 ) 


1850 年 頃 に 流行 し た クリ ノリ ン ・ ス タイ ル (p80) は 、 図 の よう に 大 きく 広がっ た スカ ー ト が 特徴 で す 。 この 頃 、 
輪 に し た 鯨 の ひげ や 針金 を 使っ て スカ ー ト の 形 を 作る 下着 「 ク リノ リン 」 が 普及 し ます 。 鉄 産業 や 織物 産業 の 
発展 が この シル エッ ト を 実現 ね る せま し た 。 

当時 の 女性 に と っ て 「 労 働 と は 無 緑 な 深 窓 の 令嬢 」 が 理想 で し た 。 女性 が 活発 に 労働 する の は は し た な い 
こと と いう 風潮 が あっ た た め 、 この よう な 動き に くい ドレ ス で も 問題 は あり ませ ん で し た 。 


@ ボ ン ネ ッ ト 
1850 "スカ ー ト が 大 きい の で 帽 
Egland i 1950 
BR England 


の ティ アー ド ・ フ リル 
スカ ー ト 

フリ ル を 多段 に 重ね た スカ 

ー ト が 流行 。 スカ ー ト の 丸 


フリ ル や レー ス で 飾り 付 
けた スカ ー ト は 、 当時 の 
女性 の 憧れ だ っ た 。 


貴婦人 と 、 産 業 革命 を 迎え て 富 を 得 た ブル ジョ ワ の 婦人 は 、 

④ ボ ン ネ ッ ト 布 を ふん だ ん に 使っ た 衣装 を 身 に つけ て 余裕 と 気品 を アピ ー 

かー ル し まし た 。 1860 年代 に は 括 周 り が 9 メー トル も ある 巨大 な ド 

” レス が 現れ 、 その 時 は きす が に 風刺 の 対象 に きれ ます 。 その 後 

スカ ー ト の 直径 は 小 き く な り 、 裾 を た くし 上 げ る 着こなし が 流 
行 し ます 。 


796 の 


様々 な 髪 飾 り 

日 常 は ヘッ ド ピ ー ス 、 夜 
会 で は 花 飾 りな ど 、 場 面 
と 衣装 に 応じ て コー ディ 
ネイ ト し た 。 


肩 の 切り 替わり の 
位置 は 少し 下 。… 


~ 補 と スカ ー ト が 
だ ん だ ん す ぼ ま 
っ て くる 。 


衣装 の 多様 化 が 進み 、 趣 
向 を 凝ら し た 様々 な ドレ 
ス が 登場 し た 。 


SS 


1860 年 以降 、 裾 を た くし 上 げ る デ 
ザイ ン が 増え て くる 。 後 の バ ッ ス 
ル ・ ス タイ ル (p.86) へ と 移り 変わ る 。 


ドレ ス 同 様 に 外 奏 も 多様 化し 、 コー ト 
や ショ ー ル な ど 様 々 な タイ プ の 上 着 が 着 
用 る れ ま し た 。 

19 世紀 初頭 より イン ド か ら 6 輸入 し て い 
た カシ ミア ・ シ ョ ー ル の 人 気 は この 頃 に 
る 健在 で す 。 フラ ンス 国内 で 生産 する 模 
造 品 も 多く あり まし た 。 ロン ドン で 開催 る 
れ た 万 国 博覧 会 を 機 に 東洋 へ の 関心 が 
いっ そう 高まり 、 その 需要 は 拡大 し まし た 。 


ワン ピー スタ イプ の コー ト 。 背中 に フ 
ィ ッ ト す る タイ プ や 、 図 の よう に スカ 
ー ト へ と 続く マン ト の よう な 形 の も の 
が あっ た 。 に 


上 下 ア ン サ ン ブ ル の ツー ビ ピ 
ー ス タイ プ の コー ト 。 ゆっ た 
り と ドレ ス を 覆い きれ る よ 
うに 袖 も 広く な っ て いる 。 


フー ド 付 き の シ ョ ー ル タイ プ の コー ト 。 
な め ら か に 流れ る 生地 が ドレ ス の 立体 
感 を 強調 し て いる 。 


華やか な 舞踏 会 で は デコ ル テ を 見 せる の 


785 の の 手袋 が ルー ル 。 肩 の まろ や か な ライ ン と 胸元 を 
England 短い 手袋 が この 頃 の 流行 。 見 せ 、 女性 らし き を 演出 し ます 。 

の 巻 き 毛 … この 頃 の 髪型 は 頭 の 下 の 方 で 結 う の が 流 
夜会 の と き は 行 で し た 。 ダン ス の 際 に は 巻き 毛 が 誇 ら し 
巻き 毛 を 垂 ら げに 揺れ た こと で し ょ う 。 


し 花 飾り を 付 4 スカ ー ト の 下 に 着け た クリ ノリ ン (p80) 
の 5 の た め に 椅子 に 深く 腰掛 ける こと が 難し く 
凝っ た へ アス マ * 
タイ ル に し た 。 な り 、 貴婦人 た ち は 椅 子 に 浅く 座り まし た 。 
ひじ 
肘掛 け の ある 椅子 は クリ ノリ ン の 骨 が 引っ 
か か っ て 危険 な た め 、 幅 の 広い ソフ ァ や 長 
椅子 が 使用 きれ まし た 。 


アヘ ンー の 20 
EO 


舞踏 会 を 花 の よう に 彩る 、 


N 広がっ た スカ ー ト 
N SA 


か 


} A ハバ プー 
導い | A CO もり 
EO Rr Iocc の の 


ly, 1850 


England 

/ 働 の / 

| 8 

A 

人 ぶ 夜 会 服 

いわ ゆる イブ ニン グ ・ ド レ 
ス 。 首 と 肩 を 露出 する オ 
フシ ョ ル ダ ー で 華 秦 な 印 


象 に 見 せ て いる 。 


1960 年 代 の 照明 器具 は 彰 燈 で し た 。 
この 頃 、 照明 器具 や 暖炉 の 火 が ドレ ス 
に 引火 する 事故 が 多発 し 、 暖炉 の 周り 
を フェ ンス で 囲う な ど 対 策 が 取ら れ た 
そう で す 。「 衣 装 を 変え る 」 と いう 発想 


は あり ませ ん で し た 。 
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バッ スル ・ ス タイ ル : 基本形 9 世紀 後半 後期 ) 


S 1870-1890 


高い 位置 で 結い 上 げた へ 
アス タイ ル を 崩さ な いよ う 
に 帽子 は 小型 化 。 


クリ ノリ ン 期 と 同様 に 、 日 
中 は 編み 込み な ど で 髪 を 
まとめ 、 夜会 の と き は 華 や " 


か な 巻き 毛 を 垂らし た 。 


ジン トド 


バッ スル を 使っ て ふく ら 

ませ た 腰 の 後ろ の ボリ ュ 
デー ム が 最大 の 特徴 。 も う 
ひと つの ポイ ント が 、 手 首 
が 見 える 七 部 丈 の 細い 袖 。 
手袋 や ブレ スレ ッ ト と 組 
み 合 わせ た 。 


ツウ 


お 尻 を ふく ら ませ る 独特 
な 腰 当 て ・ ア ンダ ー ス カー 
ト で ある パッ スル が 流行 
時 期 に よっ て 微妙 に 形 が 
変化 し た 。 0 


ぼ フ リル や 本 で 装飾 し た 日 
) 傘 を アク セ サ リ ー と し て 


持っ た 。 


《 背面 


布 を た くし 上 げた り 、 プリ 
ー ツ を 寄せ た り と 、 スカ ー 
ト に 布 を ふん だ ん に 使っ 
た 。 リボ ン や フリ ル の 装飾 
も 増え 、 デ ザイ ン は 実に 
多彩 だ っ た 。 


1 wp' 


1 バッ スル の 形 の 変化 ! 


年 代 に よっ て ボリ ュー ム や シル エッ ト が 変わ る 、 
バッ スル の 変化 を まとめ まし た 。 


1870 

や や ハイ ウエ スト 
で 、 スカ ー ト の 裾 
が まだ 広がり 気味 。 


1875 


スカ ー ト の 前 側が 
スト ン と 平ら に 。 
お 尻 の 傾斜 は な だ 
ら か 。 


1880 
細身 で 筒 状 の バッ 
スル が 流行 。 
裾 だ けが 引き ずる 
形 で 広がる 。 


1885 
お 尻 の 傾斜 は きつ く 


ボリ ュー ミー に 。 
スカ ー ト の 裾 は 広 が 
ら ず 、 下 に 落ち る 形 。 


OO 


ン ン デイ マン 
すす : 


OO00CCX 


AAAAAA AA ん 


は 


《 産業 革命 期 の 華麗 な 装い 》 
19 世紀 後半 (後期 ) 


1860 年 末 頃 か ら ス カー ト の 前 面 が スト ン と 平ら な 形 
こ な り 、 腰 の 後ろ に 布 を 盛っ て ふく ら ま せる 形 に 変化 し 
まし た 。 この ライ ン を 支え た 下着 は 「 バ ッ ス ル 」 と 呼ば れ 、 


1875 
様々 な 材料 で 作ら れ ま し た 。 詰め 物 を し た り 、 クリ ノリ "ジン クア アノ 
ン の よう な 梓 状 の 腰 当 て を 着用 し た り し て シル エッ ト 作 の 


り を し まし た 。 バッ スル ・ ス タイ ル の 期間 だ け で も 流行 
が 激しく 変化 し 、 多く の バリ エー ショ ン の バッ スル が 生 
まれ ます 。 ちな み に 日 本 の 亡 鳴 館 時 代 の ドレ ス は 、 こ の 
バッ スル ・ ス タイ ル で す 。 


9 バッ スル の ふく ら み 


の 重心 が 徐々 に 下 が 
様々 な デザ イン 2 り 、 ヒップ の 傾斜 が 
の 由子 が あっ た England な だ ら か に 変化 。 


が 、 つ ば が 狭く 
頭頂 に 被る も の 
が 主流 だ っ た 。 バッ スル ・ スタ イル 初期 は 
袖 が 広め で 裾 が ふく ら み 
気味 。 ク リノ リン の 面影 


残し て いる 。 


ぶ ロ ング トレ ー ン 
スカ ー ト の 後ろ を 引き ずる ロロ 
ング トレ ー ン が 流行 。 裾 を つ 
まん で 優雅 に 歩い た 。 


表 服 産業 に る 機械 化 が 進み 、 既製 服 が 出回り ます 。 それ に 
負け じ と ば か り に 、 一 点 ち も の の オー トク チュ ー ル で は 布 の 装飾 
が 激しく な り ま し た 。 フリ ル や レー ス を いく つも 重ね た り 、 スカ 
ー ト に 3 種類 以上 の 布地 を 使用 する な ど 、 華美 で 豪 著 な ドレ ス 
が 数 多く 仕立 て られ まし た 。 その 後 細か な フリ ル や レー ス は 次 
第 に 少な く な り 、 全体 の 布 の 流れ で 見 せる 大 胆 な バッ スル へ と 
変化 し て いき ます 。 


バッ スル の 重心 
が さら に 下がる 。 
細い 筒 状 の 衣装 
に な り 、 細か な フ 
リル や レー ス で 装 
飾 を ほど こし た 。 


④② ぐ ハン カチ ー フ ・ ド レス 

ハン カチ ー フ の 角 の よう な ギザ 
ギザ の 四角 い 裾 ラ イン だ っ た り 、 
四角 い 布 を 何 枚 も 重ね た スカ 

ー ト の ドレ ス が 流行 し た 。 


スカ ー ト の バッ スル 
に は 巨大 な 布 を 使用 
し 、 幾重 に も 折り 畳 
ん で ボリ ュー ム を 出 


バッ スル は 最終 的 に 
細か な 装飾 が 消え 、 
大 胆 な デザ イン に 行 … 
き 着 く 。 ヒッ プ の ふく 
ら み も 復活 し た 。 


バッ スル 期 に な る と 、 外 奏 の バリ エー ショ ン は さら 6 
に 増し て いき ます 。 腰 ま で の 短い ケー プ 型 が 人 気 で し 
た が 、 全身 を すっ ぱり 額 う マン ト 型 や 、 袖 の ある ショ 
ー ト コー ト 型 る も あり まし た 。 バッ スル 特有 の ヒッ プ の 
立体 感 に 合わ せ 、 背面 の 腰 下 に プリ ー ツ を 寄せ 、 余 
裕 を 持た せる な どの 工夫 が な され まし た 。 背中 側 は 
フィ ッ ト し て いる の に 対し 、 腕 と 前 面 は ゆっ た り と 流 
し て いる の が 印象 的 で す 。 


ケー プ の 布 は 、 背面 で 縫い 留 
… め られ て いる 。 意匠 を 凝ら し 
た 刺繍 は 、 手 作業 な ら で は 。 


バッ スル 初期 の 外 倫 。 ク リノ 
リン 期 の 形 の 名 残 で 袖 や 背 
中 が ゆっ た り と し た 作り 。 


ワン ピー ス 型 の 外 奏 の 例 。 日 倫 と 帽子 は 外出 時 の 
必需 品 。 


夜会 服 に も バッ スル が 取り 入れ られ まし た 。 パフ ス 
リー プ ブ は 小ぶり に な り 、 ウエ スト 位置 を 下げ て 腰 の 細 
る を 強調 する よう に な り ま す 。 

喪 華 を 極め た バッ スル は る その後 、 装飾 が 簡素 化し 
全体 の シル エッ ト で 見 せる デザ イン へ と 変化 し て い 
まじ だら 


オフ ショ ル ダ ー か 
ら 肩 まで 覆う デザ 
イン に 変化 。 


衣装 の 種類 

この 頃 の 貴婦人 は 午前 

の 服 と 午後 の 服 、 散歩 

着 や 晩 狼 服 な ど 、 用 途 

に 合わ せ て 日 に 6 回 は 手袋 の 丈 が 


〈 OS 着替え た と いう 。 長く 変化 。^ 


SN (GL Se で Ce 


oe 


ss 
少女 的 な シル エッ ト を 
(人 相 湊 双 神 グリ ノリ ンジ アレ ンジ 
広がる スカ ー ト が 少女 的 な 、 愛らしい 印象 の 
クリ ノリ ン ア レン ジ を ご 紹介 し ます ! 


アレ ンジ 度 : の 

古城 の 妖精 を コン セプト に 、 透 ける 羽 を ショ ー ル で 
表現 し た 。 軽やか な フリ ル と 刺繍 を 多用 し て 、 気 づく 
と 消え て し まい そう な 備 く 幻想 的 な イメ ー ジ に 。 


く 
斑 普 よさ ミー そ ボ 
ze 語 


上 | 


アレ ンジ 度 : ゐ ④ 
キュ ー ト な 田舎 風 メ イド を イメ 
ー ジ し て 、 イギリス 風 の スト ラ 
イプ 柄 を 採用 。 膝下 スカ ー ト に 
ソック ス で 素肌 を 隠し 、 清 希 な 
印象 に 仕上 げた 。 


スチ ー ム パン ク テ イ スト に し 、 武器 
と し て 銃 を 持た せ た 。 見 せ コ ル セ 

ッ ト で 締め た ウエ スト と 、 スカ ー ト 
の 広がり で リズ ム を 作っ て いる 。 


oe と ンマ アイ 


の 6 
の 
の 


PAN る Soo 2 


アレ ンジ 度 : の ④④④ 
機械 の 羽 と 鳥 籠 を テー マ に し て 、 ド レス の 
クリ ノリ ン を 鳥 籠 風 に アレ ンジ 。 綺麗 な 丸 
い 形 の クリ ノリ ン は 、 発想 次 第 で 様々 な も 
の に 見 立て る こと が で きる アイ テム 。 


93 


2 て 次 次 デビ ドビン メン ンジ 


下半身 の 後ろ 側 に どん な 要素 を 盛り 込む か が 
アレ ンジ の ポイ ント で す 


KDXO) 
6 NK (の N 
の の 


アレ ンジ 度 :④ 

後ろ 姿 で 魅せ られ る の が バッ スル 
(p.86) の 強み 。 ヒッ プ と 帽子 に 花 を 敷 
き 詰め 、 高密 度 な お 花畑 空間 を 作っ 
だ た 。 


ささ くす 4 


忠 紅 再 9 問 円 


アレ ンジ 度 : ゐ ゐ の @ の 雌 | 
バッ スル の ボリ ュー ミー な ヒッ プ 昧 %“ 
ライ ン か ら 、「 導 昧 」 を 連想 し 、 ダ 女 

ー ク に アレ ンジ 。 シル エッ ト 以 外 

に も 、 名 昧 の 巣 を イメ ー ジ し た 綱 
タイ ツ や 手袋 、 袖 飾り で 雰囲気 を 
出し て いる 。 


展 Sx て で っ 9S 


NS! 


アレ ンジ 度 : あの の の の 

スチ ー ム パン ク 風 アレ ンジ 。 マス ケッ ト 
統 を 自在 に 操る 戦士 を イメ ー ジ 。 ゴー ジ 
ャ ス 感 と 軍服 の 持つ カッ チリ 感 を 心 が 
けた 。 足 を 出す と 、 ポー ズ の 自由 度 が ぐ 
っ と 上 が る 。 


アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー ス タイ ル : 基本 形 9 世紀 


vm 2 帽子 
清潔 感 を 重要 視 し 、 髪 は い 
すべ て 結っ て まとめ る よ 小型 の 帽子 や 、 ス カー ト 
うに な る 。 の 縮小 と バラ ンス を と り 


や や 広い つば の つい た 帽 
子 に な る 。 


クル エッ ト = 
1890 年 代 は ふく らん だ 肩 「 
と ベル 型 ス カー ト だ っ た 
が 、1900 年 代 は バス ト と 
ヒッ プ を 突き 出し て 強調 
する 図 の よう な S 字 シル 
エッ ト が 流行 。 


リボ ン や ドレ ー プ に よる 
装飾 が 減り 、 簡素 化し て 
いく 。 


NN 
MM (が 


パー マネ ント 技術 が 発達 


し 、 一 方 で 男性 的 な ボブ し 。 


ヘア が 生ま れる 。 


コル セッ ト が 使用 され な 


ン に な る 。 布 の た る み を い 
か し た ハイ ウエ スト や ロー 
ウエ スト の 切り 替え 。 


く な り 、 自然 な ボディ ライ 


a 


) 


NN 727 の -723 の 
| へ 
)) 


9/ 


細か な ビ ズ や ライ ンス 
トー ン を 使っ た 、 幾何 学 
的 な デザ イン が 人 気 と な 
る 。 


ふく ら み が な く な り 、 直 線 
的 な 形 に 。 膝下 丈 の 短い 
スカ ー ト が 生ま れる 。 


SARL 
SS 


2 


AA 


| 
て 
は 


( 発展 する 都市 時 代 を 渡る ドレ ス ) 


19 世紀末 


自動 車 や 飛行 機 が 発明 され 、 自転 車 が 登場 し た 1890 年 代 。 ドレ ス は 余計 な 飾り を 取り 払う よう に 進化 
| 動き や すく 実用 的 に な り ま す 。 スカ ー ト の 簡素 化 が 進み 、 基本 の 生地 は 一 枚 で 仕立 て られ まし た 。 その 
反動 と し て 袖 の 肩 が 大 きく ふく ら み 、 上 半身 に 重心 が 移り ます 。 ふく らん だ 袖 は 英語 で は レッ グ ・ オ ブ ・ マ 
トン スリ ー プ ブ ( 羊 の 足 袖 )、 フ ラン ス 語 で は ジ ゴ 袖 と 呼ば れ ま し た 。 シシ エッ ト に メリ ハリ を つけ る た め に 、 コ 
ルセット で きつ く 腰 を 絞り まし た 。 


1890 
England @ ジ ゴ 袖 
羊 の 脚 の よう な ふく らん 


だ 袖 。 16 世紀 に 流行 し た 
形 が リバ イ バ ル 。 


ぶ ベ ル 型 スカ ー ト 
… 足元 で ゆる や か に 広がる 
形 。 クリ ノリ ン や バッ スル 
の よう な 、 スカ ー ト の 形 を 
つく る 下着 は 付け られ な 
く な っ た 。 


ジ ゴ 袖 の 流行 の 次 に 訪れ た の は S 字 型 シ シル エッ ト 
で す 。 肩 の ふく ら み は な く な り 、 コル モッ ト で バス ト と 
ヒッ プ を 突き 出し た 体型 に な り ま し た 。 横 か ら 観る と 
[S」 の 字 に 見 を える た めそ う 呼 ば れ ま す 。 

同時 期 、 欧米 諸国 で 流行 し た アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 
(新しい 芸術 ) の 指向 し た 曲線 的 で 優雅 な 造形 に 影 
響 を 受け 、 曲線 的 な ライ ン や 草花 の 装飾 が な る れ ま 
し た 。 


お 腹 側 の 布 が た る ん だ 
の に あわ せ て 、 袖 も ゆっ 


kK : " a 


@ ゐ マー メイ ドラ イン の 
“ スカート 
人 魚の 脚 の よう に 、 膝下 で 
広がる スカ ー ト が 流行 


1890 年 台 は ふく ら 6 ん だ 袖 の 都合 で 、 ケ ー プ ・ マ ント 型 の 外 付 が 主 
流 で し た 。 その 後 袖 だ が し ぼ み 、 袖 の ある ユー ト が 増え て いき まし た 。 
この 頃 に 女性 た ちの コル セッ ト 熱 は 最高 潮 に 達し ます 。 身体 美 


の 追求 と いう 新しい 快感 に 目覚 め た の で す 。 医者 達 は 賛否 の 議 
論 を 戦わ せま す が 、 女性 達 は 砂時計 の よう な シル エッ ト を 求め て 
腰 を 細く 締め つけ まし た 。 


女性 の 人 欠 は アク セ サ リ ー。 
荷物 を 持つ 必要 が な い 
と いう 身分 の 高 さ を アピ 
ー ル する 小道 具 だ っ た 。 


1900 年 代 特 有 の 、 
た る ん だ 袖 を カバ 
ー で きる 、 袖口 の 
広がっ た コー ト 。 
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夜会 服 の 手袋 は る ら に 長く な り 、 腕 の 素肌 を 完全 に 隠し きっ 
て し まい ます 。 フリ ル に よる 立体 的 な 造形 に 代わ っ て 、 刺繍 や 
レー ス で 繊細 で 優美 な 装飾 が は どこ きる れ まし た 。 

ヴィ クト リア 女王 の 冶 世 は 、 性 道徳 の 乱れ に 厳し い 時 代 で す 。 
女性 が 素肌 を 出す の は は し た な いこ と と され 、 首 まで 履い 隠 き 
れ て いる べき と いう 風潮 だ っ た た め 、 夜会 服 以外 で は 女性 の 服 
装 は 全て ハイ ネッ ク で し た 。 


夜会 は 貴婦人 の 
胸元 を 拝め る 貴 


、 | 
デコ ル テ は 従来 
同様 に 露出 する 
が 、 腕 の 露出 が な 
く な る 。 長い 手袋 
で 素肌 を 隠す 。 


ぶ 扇 
S、 お な じみ の 貴婦人 の アイ 
テム 。18 世 紀 な ど と 変わ 
っ た の は 、 夜会 で の み 利 
用 され る よう に な っ た 点 。 


《 近代 ファ ッ シ ョ ン の 夜明け 》 


20 世紀 初頭 


コル セッ ト で 体 を 整え る 人 工 的 な ライ ン は 、 女性 の 体 を 歪め 活動 を 妨げ る も の で し た 。 女性 の 社会 進出 
が 進み 、 時 代 は 新しい ファ ッ シ ョ ン を 求め ます 。 

1906 年 に ポー ル ・ ポ ワレ が コル モッ ト を 着用 し な い 「 ヘ レニ ッ ク ・ ス タイ ル 」 を 発表 し て 注目 を 集め ます 。 
西洋 の 女性 服 は ルネ サン ス 以 降 、 一 部 期間 を 除き 数 百年 に 渡っ て ウエ スト を 締め る コル セッ ト に 支え られ 
て きま し た が 、 つい に コル モッ ト か ら 6 の 解放 が 実現 し まし た 。 新しい フォ ルム の 自然 な 美 を 追求 し て 、 ブラ 
ジャ ー が 普及 し て いき ます 。 


の し 
| 多彩 な 帽子 | 


1910 


シン プル に な っ た ドレ ス の アク セン ト と し て 、 
きま ざま な デザ イン が 生ま れ ま し た 。 


簡素 化し た 衣装 と バ 
ラン ス を 取っ た 。 


つば の 広い 帽子 。 軽い 羽根 飾 /, 
り が 好ま れ た 。 / 


コル セツ ボド が 

不要 な ハイ ウ 
エス トド レス 。 
体 に 負担 を か NN 。 / 
け な い 新しい 上 _ 
オシ ャ レ の 形 。 SS 


バ ン 風 帽子 。 


の ター バン 

頭 に 巻く スカ ー フ 状 の 長 

い 布 。 ジャ ラジ ャ ラ と し た 
アク セ サ リ ー と 合わ せ 、 エ 
キ ゾ チッ ク な 装飾 品 が 流 


行 し た 。 


NC 
"た イツ る SN し 
シン 


が 出現 する 。 


また 、 オリ エン タリ ズム や ジャ ポニ スム が 多 方 面 に 影 
響 を 及ぼ し 、 そこ か ら イ ンス ビレ ーション を 受け 、 ファ ッ 
ショ ン で も $ 東 洋風 の ゆっ た り し た 布 使い を 取り 入れ た り 
し て いま す 。 日 本 の 着物 の エキ ゾ チ ッ ク さ や 平面 構成 、 
身体 の 開放 感 は 体 と 衣服 の 関係 を 変 0 る きっ か け と な 
り ま し た 。 その 後 、 ロ ー ウ エス ト で た る ん だ 生地 が 体 の 
線 を 自然 に 見 せる モダ ン な スタ イル が 流行 し ます 。 

簡略 化 さ れ た 生地 に は 刺繍 な どの 表面 装飾 を は どこ 
し 、 羽根 飾り や ター バン を は じ め 、 派手 な アク セ サ リ ー 
で バラ ンス を 取り まし た 。 
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…| 夜会 服 に 背中 の 
開い た デザ イン 


この 時 代 は 自動 車 や 鉄道 が 普及 し 、 福 の 長い 服 
や 広がっ た スカ ー ト は 車輪 に 巻き 込ま れる と 危 
険 な た め 、 より 簡素 化 が 進み まし た 。 また あら ゆめ 
る も の が 合理 化 ・ 機 械 化 き れ 、「 ム ダ な 飾り は い 
ら な い 、 機 能 性 こそ 最良 !] と いう シン プル ・ イ ズ ・ 
べ ベスト な 気風 が 高まり まし た 。 


布 を 体 に フィ ッ ト 
させ ず 余 裕 を 持 
た せる こと で 、 自 
然 に 体 の 曲線 が 
0 "出る 新しい 美 の 

y 表現 が 生ま れ た 。 


1920 
rance 


の クロ ッ シ ェ 
この 時 代 に 大 流行 し た 帽 
子 。 フラ ンス 語 で 「 釣 鐘 」 
を 意味 し 、 丸い 形 で 下 向 
き の つ ば が 特徴 。 


シン プル な が 
ら 高 級 感 の あ 
る 毛皮 を 使用 
し た コー ト 。 裕 
に ボリ ュー ム 
を つけ る の が 
特徴 。 


働く 女性 が 増え 、 
女性 の 喫煙 率 も 
上 が っ た 。 煙草 を 
吸う 姿 が カッ コイ 
イ と 、 当時 の 若者 
は 煙草 に 憧れ た 。 


④ ぶ ギャ ルソン ヌ ・: 
スタ イル 
ボブ ヘア 、 ミ ニス カー ト 
の 少年 的 な ファ ッ シ ョ 
ン 。 足 を 露出 する よう 
に な っ た た め 、 脚線美 
を 追求 する 新しい 美 意 
識 が 生ま れる 。 脚 に フ 
ィ ッ ト す る 絹 製 の 肌色 
スト ッ キ ング が 流行 。 


1914 年 に 第 一 次 世界 大 戦 が 始ま り 、 社会 全体 が 大 きく 変わ り ま す 。 男性 に 代わ っ て 産業 を 支え た 女性 
た ち は 、 贅沢 な ドレ ス よ り も 機能 的 な 衣服 を 求め まし た 。 デザ イン は シン プル に な り 、 テー ラー ド (紳士 服 
仕立 て ) な ど 男 性 服 の 要素 を 取り 入れ ます 。 

さら 6 に 戦後 、 女性 の 社会 進出 は 本 格 化 し 、 1920 年 代 に は ギャ ルソン ヌ ・ ス タイ ル が 生ま れ ま す 。 スカ ー 
ト が 膝 丈 ま で 短く な り 、 ロ ー ウ エス ト の ゆっ た り し た ドレ ス が 流行 し ます 。 女性 $ 教 育 を 受け て 職業 を 持ち 、 
自由 恋愛 を 楽し み 、 自立 し よう と いう 女性 解放 の 考え 方 が 強く な り ま し た 。 

ココ ・ シ ャ ネル は 実用 性 と 機能 性 の 高い ジャ ー ジ ー や ツイ ー ド を 素材 に 使い 、 全く 新しい エレ ガン ス を 
誕生 きせ ます 。 シャ ネル は 自ら が 自立 し た 女性 と し て ギャ ルソン ヌス を 体現 し 、 活動 的 な 新しい 女性 の た め 
の ファ ッ シ ョ ン を 提案 し て いき ます 。 
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文化 の 中 心地 は 第 一 次 大 戦 の 特需 に 湧く アメ リカ に 移り ます 。 ヨー ロッ バ パ 諸国 が 大 戦 の 打撃 か ら な か な 
か 立ち 直 れ な い 中 、 アメ リカ は 特に 打撃 を 受け ず 躍 進 し ます 。 その 頃 に は 貴族 や 富裕 層 で は な く 、 大 衆 が 
文化 の 担い 手 と な っ て いま し た 。 若い 男女 は ジャ ズ や ダン ス な どの 娯楽 に 興じ 、 自 由 恋 愛 を 楽し み 、 古 い 
伝統 の 破壊 と いう 精神 の も と 多く の 新 技術 が 発明 きれ まし た 。 それ は 貴族 、 貴 婦人 の 時 代 の 終 葉 を 意味 し 
て いま す 。 

そん な 享楽 的 な 狂騒 の 20 年 代 は 、1920 年 の ウォ ー ル 街 の 暴落 で 終わ り を 告げ ます 。 貴婦人 の ドレ ス は 
最後 の 輝き を 放ち 、 その 役目 を 終え まし た 。 貴婦人 の 時 代 か ら 、 大 衆 が オシ ャ レ を 楽し む 現代 ファ ッ シ ョ ン 
の 時 代 へ と 続い て いき ます 。 


2 東洋 趣味 5 
Lrance 所 192 
東洋 の 服飾 は モー ド に 影 p 
紅 を 与え た 。 着物 風 の ガ The United, States 


ウン や 、 鳥 の 羽根 を 使っ 
た オリ エン タル な 衣装 が 
一 世 を 風魔 し た 。 


W 


…、 パ ー ル や ビー ズ 、 

"スパ ンコ ー ル を 
ちり ば め 、 きら め 
く 刺 繍 で シン プ 
ル な ドレ ス に 彩り 
を 添え た 。 


タッ セル や フ 
リン ジ と いっ 
た エキ ゾ チ ッ 
ク な 装飾 が 好 


5 め プー @ 

グ 腰 を 絞っ て バラ ンス 作り 1 NN 
テー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー ア レン ジ 
絞っ た 腰 を 中 心 に 、 全体 の パラ ンス で 演出 する N 
ちょ っ と 上 級 者 向け の アレ ンジ アイ デア で す 。 


ペン イン 3 
NY 


アレ ンジ 度 : ゐ の の 

ドレ ス は 子供 服 っ ぽく 、 世 め の フリ 
ル と リボ ン を 多用 。 モデ ル を 球体 関 
節 人 形 に し 、 ち ょ っ と ファ ンタ ジー 
風 に ま と め て いる 。 


= 


アレ ンジ 度 : ゐ ゐ の の 

装飾 時 計 を メイ ン モ チー フ に し て 、 刺 
繍 の 柄 を 連動 させ た カッ チリ め の ド 
レス に 仕上 げた 。 高級 感 を 出し つつ 、 
タイ トミ ニス カー ト で 動き の ある 衣装 


に 。 


ーママ 店 一 翌 甘 ぶ 土 押 紫 


トー キオ 回 洗 


アレ ンジ 度 : ゐ ゐ の の 

この 時 代 の 特徴 で ある 、 し な や か な S 字 ライ 
ン の シル エッ ト か ら イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 受 
け 、 蛇 風 ド レス を デザ イン 。 蛇 の 頭 を イメ ー ジ 
し た 帽子 や 、 蛇 が 絡み つい た 杖 な ど 小 物 で も 
雰囲気 を 出 らい る 8 


アレ ンジ 度 : の の 

推理 小説 『 シ ャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ 』 は アー ル ・ ヌ 
ー ヴ ォ ー の 流行 し た 1890 年 代 が 舞台 。 と いう こと 
で 、 ホー ムズ コー ディ ネイ ト の 犬 耳 少女 と いう 設 
定 で まとめ て みた 。 ケー プ で 隠れ て いる が 、 ジ ゴ 
袖 (p.98) の 時 期 に な る 。 ドレ ス だ け で な く 時 代 背 
景 も 知る こと で 、 さ ら に アイ デア を 広げ る こと が 
- で きる 。 


の S 布 の 表情 で 魅了 する 
デー ル ・ デ コア プレ ンジ 
エキ ゾ チ ッ ク な 雰囲気 が 漂う アー ル ・ デ ュ の 


アレ ンジ 度 : ゐ ④ 
ボリ ュー ミー な 
ファ ー と シン プ 
ル な 布地 の 組 
み 合 わせ で メ ーー 


《$ 
人 
ッ シ ェ (p.104225 計 (しそ で 
に 羽根 飾 4 ご 
あし ら っ て 、 オ 2 
リエ ンタ ル な タ 
ー バ ンジ 風 (( ご し 
て いる 。 2 (( 0 


アレ ンジ 度 : 

セク シー な デザ イン が 多い ア 
ー ル ・ デ コ の ドレ ス を 、 ド レー 
プ や フリ ル の 表現 を 柔らか く 
する こと で 優し い イ メー ジ に 
仕上 げた 。 定番 スタ イル を 踏 
襲 し な が ら EH 象 だ け 操作 する 
こと も 可能 と いう 例 。 


アレ ンジ 度 : あの ゐ の の の 
発光 素材 と ビー ズ で 装飾 し た 、 サイ バ 
ー パ ンク 風 ア レン ジ 。 デジ タル 映像 の 
よう に 分 解す る 裾 で 、 非 現 実 的 な 衣 
装 に 仕上 げた 。 


NVY 
YN 


アレ ンジ 度 : ゐ ゐ の 

直線 的 な 幾何 学 模様 を 多用 し 、 全 
体 が 直線 的 な 衣装 を 考案 。 タッ セ 
ル や 柄 タ イツ な どの 小物 で 個性 を 
プラ ス 8 


\ 
ン 


NN メス 


アレ ンジ 度 : ふ ゐ の の の 

アー ル ・ デ コ の スタ イル を 元 に 、 
人 外 ア レン ジ で 石 モ チー フ の 
ドラ ゴン に 挑戦 。 体 か ら 結晶 の 
角 が 生え て いる 。 布 の 柔らか さ 
と 水分 の 硬 さ で 質感 に メリ ハリ 
を つけ た 。 


恒 S 茹 彼 党 


下着 の 変遷 


隠れ た 主役 ! 貴婦人 の ドレ ス を 支え 続け た 


ラ ジジ グー リ ー の 歴史 を ご 紹介 し ま 0 ※p112-113 の 図 の 髪型 は 、 


一 部 史実 と 異な る 場合 が あり ます 。 


あう の の みる ウマ ウ シ クッ クウ ウン クウ ウラ ウ ウ の 


金属 素材 を 使っ た コル 
セッ ト で ボディ ライ ン 752 の 一 


を 矯正 する 時 代 が 始 8 と ^ ' 


まり ます 。 ユ ルセット 


で ぁ | \ 
nN 中 世 の 基本 的 (p22) は を 吸う 車 麻 // ソ 本 < 
2 し ロコ に 
0 な 女性 下着 は 、 RN / 
2 DP 用 し まし た 。 きら に 、 フ 
へ し の 肌着 (シュ ミ ENS 0 
^ ー ズ ) で す ル チ ュ ガ ダ ン (p29) な 
DG どの スカ ー ト 整形 下着 「~ 
> も 着用 。 下着 だ け で ロ 
ペン ボッ ト 状 態 で し た …。 
の / 
の ] 
Pl ! a 
だ 和 sy KM 
。 の 
と 2 い _ 
3 0 レ だ 。 帝政 時 代 5 
の 7Z の の 2 ~ 79 の 2 ~ 
の 上 半身 は コル セッ ト 
。 で 締め 、 ス カー ト の フラ ンス 革命 と 
) い 下 に は パニ エ を 着 と も に コル セッ 
ペペ 用 し まし た 。 この 時 TR 
9 代 の パニ エ は 、 腰 の え 、 代わ り に 季 
し 左右 に 広がる 肘 置 / ら か い 布 製 の 下 
[ き 型 が 基本 で す 。 着 が 登場 し ます 。 
AIAS プラ シェ エー ル と 
へ 呼ば れる も の で 、 
ん 事実 上 の ブラ ジ 
ャ ー で し た 。 
の 
ビビ 。 112 
/ こい NC ご ) aa 、 < ) し 、 
「。 9 し 2 け > ~~ る ング に て も か 7 / 


RO の a eS 7 ーー 
, / 、 の N ペ へ の 

に 8 か 
シー ーー と と こう i 


コル セッ ト が 復活 。 最初 の う 
ち は 人 金属 の ボー ン は 少な め 
で し た が 、 だ ん だ ん と 増え て 
強制 力 が 増し て きま す 。 ふく 
らん だ 袖 は スリ ー ブ パ ッ ド と 
いう 詰め 物 で 補強 し まし た 。 


短め 丈 の コル セッ ト 
と 、 巨 大 な クリ ノリ 
ン (p80) が 特徴 。 着 誠 
替え が 大 変 な 作業 「 
に な っ て いき ます 。 


6 コル セト の 
ピ Nl 凌 鉛 ヵ ぃ 
増 ふ て きま す 


782 の ー 


コル セッ ト の 上 か ら バ ッ ス ル 


る 


ン に 治っ て いき ます 。 


_20 世 紀 初 | 


つい に ブラ ジャ ー と 
ショ ー ツ が 普及 し 、 
現代 的 な 下着 が 定 
着 。 体 の 負担 が な く 
な り 、 着替え の 手間 
も 一 気 に 減り まし た 。 


Pr つ 


コル セッ ト 全 盛 期 。 この 頃 の 
変遷 だ け で 書き きれ な いで ぐら 
ぃ い 変化 が あり まし た 。 ボー ン 
の 数 も 増え 、 腰 を 締め る 機能 
が 強化 。 後期 は お 尻 を 突き 
出す 形 が 流行 し ます 。 
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CY CE 


っ の 0 


(p.86) を 着用 。 バス ト の 形 が カッ 
プ 型 に 近づき 、 自然 な ボディ ライ 


2 
ーー 
3 
™ 
ws a 
。 
< の 
^ 
> 
ドレ に 
、 
I し 
NAT 4 
レン 
< 
トト 
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人 に いさ 3 a NL pogo 


っ > SS 
* 


らち うち ウ る る ウ ウ や 
へ ヘア スタ イル の 変遷 


美しい 髪 は 貴婦人 の 命 ! 各 時 代 の 特徴 的 な へ ア 
スタ イル を 、 少し リア テル タッ チ “ で ご 紹介 。 


の の うち ジッ タウ ウシ 


ラウ も の る ラウ ウン シッ ウ ウ ウン ジウ ウラ ウッ の の ら のり の クッ 


も 


(帽子 で 隠し て いた 髪 ルネ サン ス (前 期 ) | 


rr = ラー 


ヴェ ー ル や 頭巾 で 髪 
を 隠す スタ イル も 健 


これ 以前 は 髪 を 帽子 で 
覆い 隠し て いま し た が 、 
15 世紀 末 か ら は 開放 的 
MK を 少し 頭巾 か ら 覗 か 
せる よう に な り ま す 。 古 CN グ 7 
代 か ら 、 女 性 は 髪 を 伸 - i 
ば す の が 普通 で し た 。 の め る の が 流行 し まし 
だ だ? 


※ 図 は 、 頭 中 の 下 の 想像 図 


在 で し た 。 図 の よう 
に 真ん中 で 分 けた 粗 


豊か な 髪 を 高く 結い あげ まし た 。 左 図 の よう 
に 、 エ リザ ベス 1 世 風 の 前 髪 を 盛り 上 げた ス 
タイ ル や 、 ハ ー ト 型 に ラッ プ す る スタ イル が 
流行 。 ボリ ュー ム を 出す た め に 、 詰め 物 を 入 
れ た り 、 カツ ラ が 使用 きれ た り し まし た 。 真 
珠 や 宝石 で 豪華 に 髪 を 飾り 付け まし た 。 


※1 章 一 4 章 の 服飾 史 解 説 ペ ー ジ 中 の 図 の 髪型 は 、 イ ラス ト 化 に あたり 、 史実 を も と に 若干 の アレ ンジ を 加え て いま す 。 また 、 各 アレ ンジ ペー ジ の 髪型 は 
大 幅 に アレ ンジ を 加え て いま す 。 114 
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3 6 a まう 2 3 2 2 2 i う 3 3 の 3 


N >) 7 \ , 、 % ヘン / \ / (ジル 、 
っ ペグ > Cp ot ニレ も ニレ ニレ > に の いく 2 
RN の 
17 世 紀 末 は 、 巻 き 給 雇 4 
モ も を 作る の が 主流 。 2 
に 。 図 の 例 で は 両 ー 
側 の 髪 を 巻き 毛 に 、 
し て 上 部 に 盛り 付 Nn 
け 、 長い 巻き 毛 を 
肩 に 垂らし て いま 3 
す 。 また 、 この 時 期 1 
は 髪 を 黒く 染め る 人 
の が 流行 し まし た 。 2 の 
頭頂 部 は 平ら に し て 、 この 頃 ま で は 侍女 3 
顔 の 両 サ イド に 巻き に 任 き れ て いた 髪 | 殿 
毛 を 垂らす の が 当 の セッ ト を 専門 の Ni 
% es 
時 の モー ド で す 。 前 東信 ( が つら 妃 、 理 の ん 
髪 を 垂らす こと も 。 髪 師 、 結髪 師 ) が の 
担う よう に な り 、 戦 4 
人 た ち は 次 第 に 地 (6 
位 を 確立 し て ゆき 3 
ます 。 / 
ジマ 
〈 そ の 他 の 髪型 
いい / し 
DC 
| (側面 〉 ji 
NN A リ W^ 
て 
ジン 
ンク クジ グ を グ も 
(G 有 ググ eS 
ン ン ) 
の 4 の 
7 き 
へ アス タイ ル へ の 関心 が 特に 高かっ た 18 世 紀 は 、 様 々 な 髪型 が と ん 
開発 され まし た 。 首 周 り を すっ きり と る せ 、 ボ リュ ー ム を つけ た \ ; 
前 髪 を を と め る ポン パ ド ッ ゥ ー ル (p.49) に 始ま り 、 髪 の ボ リュ ー ム A 
が し だ い に 増し て 、 図 の よう な 巨大 な 盛り 胡 が 流行 。 また 、 この Cc 
時 代 は 髪 粉 が 必需品 と きれ まし た 。 髪 粉 は 小麦 粉 や で ん ぷん な 0 
ど を 原料 と し 、 噴霧 器 で 髪 に 散ら し て 色 ( 自 を 中 心 に 様々 な 色 ) の 
を 付け まし た 。 。 
115 Pa 
3 G NE Cee 6 CRE 、 
ンク: 2 の * 。 1} いさ も ぶし 。 ※。 に _ 


2 し - 、 / の 、 レ 、 , / 、 > , 
2 3 ~~ ン っ 。 き ーー の 
〈 様 々 な 髪 飾り 〉 
が え 
フラ ンス 革命 以降 は [自然 る ] が トレ ンド に 。 エン パイ ア ・ 
スタ イル (p.64、 p.66-69) の 時 代 に は 、 ロコ コ 時 代 の 奇抜 な 
A 髪型 は 姿 を 消し 、 髪型 も ナチ ュ ラ ル な 印象 で 、 控え め な ボ 
リュ ー ム の 結い 髪 が 主流 に な り ます 。 また 、 この 時 期 の 簡 
、 素 な ドレ ス を 補う よう に 、 王冠 や 横 、 宝石 や 羽根 飾り 、 花 
な ど で 髪 は 艶 や か に 装飾 され まし た 。 
, 19 世 紀 前 半 . Na 
< で 2 の 05 Q、 NN 
? き 、 = 
. ぃ 1820~ ノノ 全 た XY 
/ < レー マ 
. ドレ ス に 派手 さき が 戻っ た ロマ ンチ ッ ク ・ ント 1 NN 
6 スタ イル (p65、p.70-73) の 時 代 は 、 遂 弄 0 NR N 
k も ボリ ュー ミー に な り 、 様 々 な 形 に 角 を (A NY 
; A と 
高く 結 う 髪型 が 流行 し ます 。 図 の 例 で も 、 XY) ーー、\ SN) 
耳 の 前 の 巻き 毛 と 、 高く 結い 上 げた 盤 が 懲 *8 
( が 特徴 的 で す 。 9 
4 19 世 紀 後 半 ( 前 期 )| 
" * | 
に 引き 続き 後頭 部 に 盤 を 結 う スタ イル が 基本 で し た が 、 クリ ノ 
リン ・ ス タイ ル (p.80-85) の 時 期 は 、 スカ ー ト の 巨大 化 に 伴っ 
が て 髪型 の 重心 が 低め に 調整 され まし た 。 両 サ イド に 巻き 毛 
, を 垂らし 、 後頭 部 の 低い 位置 で まとめる こと が 多かっ た よう 。 
髪 飾 り は 、 ド レス と 揃い の 花 や 、 樺 が 使わ れ ま し た 。 
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ト 
2 

る 

も 


(高く 結っ た 髪 〉 ンジ と 


背面 に ボリ ュー ム の ある バッ ス 
ル ・ ス タイ ル (p.86-91) の シル エッ 
ト に 合わ せ て 、 骨 を 高く 積み 上 げ 
る よう に 結 う ヘア スタ イル が 流行 。 
ボリ ュー ム を 出す た め 、 付け 毛 や 
付け 盤 が 多く 使わ れ ま し た 。 この 
時 期 か ら 、 ド レス 同様 に 髪型 の 
流行 り が 移り 変わ る スパ ン が 加 
速 し て いき ます 。 


清潔 感 を 重視 する アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 
(p99) の 時 期 に は 、 巻き 毛 を 垂 ら き ず 
に 髪 を 全部 上 へ 結い 上 げ る 8 スタ 
イル が 主流 に 。 付け 毛 や 付け 鍛 は 減 
り 、 自 毛 を ウェ ー ブ さ きせ 、 小ぶり の 青 
を 上 の 方 に 結 う スタ イル が 多く み ら れ 
ます 。 


キリ スト 教 の 倫理 で は 、 女性 は 髪 を 長 
く 伸 ば す も の で 、 短髪 は あり えな いと 
きれ て いま し た 。 し か し 20 世 紀 に な る 
と 、 つい に その 倫理 観 を 打ち 破る 短い 
ボブ ヘア が 登場 し ほす 。 パー マネ ント 
の 発明 や 女性 解放 運動 に より 、 女性 
の ヘア スタ イル も より 自由 な も の に な 
っ て いき まし た 。 図 は 、 この 時 代 に 一 
世 風 魔 し た 女優 の スト レー ト ・ ボ ブ の 
スタ イル 例 。 
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A 222 ニー に i 1 


みる ゃ て る る る る る る る UY 99% の タウ ウタ や 9 


服飾 小物 の 変遷 
貴婦人 の 装い は 、 様 々 な 小物 に よっ て 完成 し ます 。 
各 時 代 の 特徴 的 な 小物 れ ま と め ま し た 。 


ウ の うち も る ゆあ ウラ も ッ 人 ら ウ の ぐら ら ウ りら や や る や らむ も ゅ 


ルネ サ ・ | 葵 厳 な 印象 の ルネ サン ス の 時 代 は 、 合 わせ る アク モエ サリ ー6 重 厚 感 の ある も の で 
し た 。 植民 地 で 採掘 る れ た 宝石 で 、 宮廷 が 賑わっ た 時 代 で す 。 
1520-1620 

ご 帽子 

トー ク と 呼ば れる 、 元 は 
メン ズ デ ザイ ン の 帽子 


が 流行 。 


コ 北 是 毅 チョ ピン と いう 、 厚底 の 靴 が 


ーー 
/ - この 人 
携帯 用 の 小さ な 聖書 を の ジュ ェ エリー a 
RB 宝飾 技術 は 現在 ほど 高く な く 、 i 
ー に 装飾 を ほどこ し た 。 四角 い テ ー ブ ル ・ カ ッ ト が 主 だ 


っ た 。 


ファ ッ シ ョ ン 用 の 小物 や アク セ サ リ ー が 豊富 な 時 代 で す 。 花 や フ リル 、 レー ス で 
愛らしく 飾り 付け た 貴婦人 た ち は 、 ま る で 甘い お 菓子 の よう …。 


7Z の 0-7@ の の 


、 帽子 

布 張 り の フォ ー マ ル ハ 
用 ッ ト 。 髪型 に 合わ せ 、 帽 
子 が か な り 多 様 化し た / 


東洋 風 の 扇子 が 大 流行 
し た 。 貴婦人 の 必需 品 。 


ハイ ヒー ル が 基本 。 ベル ト 式 〇 ⑥ フ ィ シ ュー ブリ リア ント カッ ト が 考案 され 、 
人 様々 な デザ イ 田舎 風 フ ァ ッ ショ ン の 流行 に 伴い 、 ダイ ヤ モ ン ド が 大 人 気 に な る 。 
ン が あっ た 。 素朴 な 木綿 の 肩掛け が 人 気 ア イ テ 

ム に 。 
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9 ん ) 8 の AZ 6 3 “ny 5 ° %) の eI (> の 
, , | i 1 | ee 0 J 2 ハン 


3 つう 


4 も 


Ce 


帝政 時 代 | ドレ ス 全 体 の シル エッ ト が 簡素 な エン パイ ア ・ ス タイ ル (p.64、 66-69) に は 、 つば 
A の 広い 帽子 や ショ ー ル を 合わ せま し た 。 ドレ ス の シル エッ ト の シン プル る に より 、 


ae 2 小物 の 個性 が 際立ち ます 。 


ボン ネッ ト 
シン プル な ドレ ス の 
大 切な アク セン ト と 
し て 流行 し た 帽子 。 


、 レティ キュ ー ル 


細か な 刺繍 を ほど こし DC 


た 小型 の ハン ド バ ッ グ 。 人 が 好ま れ た 。 | 


意 区 を 凝ら し た 品 が 数 N 
多 く 生ま れ た 。 wu SA 


ジュ エリ ー SS 
ナポレオン 皇 妃 ジョ セ フ ィ ー 
ヌ の 影響 で 、 カ メオ を 使っ た 
アク セ サ リ ー が 大 流行 し た 。 


⑦⑳ 牝 


フラ ッ ト な 靴 が 主流 だ っ た が 、 、。 カシ ミア ショ ー ル 

古代 ロー マ 風 の サン ダル も 流 保温 性 に 優れ た 肩掛け 。 な め ら 

行 し た 。 か な 肌触り と オリ エン タル な 柄 
が 貴婦人 を 魅了 し た 。 


19 世 紀 前 半 1 ロマ ンチ ッ ク ・ ス タイ ル ( ゎ 64、 66.69) に は 、 可憐 な 印象 の ドレ ス に 特徴 的 な 帽 
OO 子 を 合わ せる コー ディ ネイ ト が 主流 と な り ま す 。 広い つば に 縫い 付け られ た リボ 
1820-1850 ン を 揺らし な が ら 歩 く 姿 は 、 き ぞ 愛 らし か っ た こと で し ょ 3 う 。 


の シャ ポー 
大 き な つ ば の 下 か ら リ ボン や レ 
ー ス を 垂らし た 帽子 。 可憐 な ED 
時 象 で 、 ロ マン チッ ク 期 らし い 。 
靴 
布製 の 、 ひ も を 編み 上 げ て 履 
く フ ラッ ト な 形 が 主流 だ っ た 。 


ジョ ー ジ アン ・ ジ ュ エ リー の 
時 代 。 彫金 部 分 を 機械 で 打ち 
抜く こと で 製作 コス ト が 下 が 
り 、 ジ ュ エ リー が より 多く の 
貴婦人 の 手 に 届く よう に な っ 
た 。 トパーズ 、 アメ ジス ト 、 ア 
クア マリ ン が 人 気 。 
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19 世紀 中 期 、 ク リノ リン ・ ス タイ ル (p.80-85) の 頃 の 貴婦人 は 、 室内 で も へ 
' ッ ド ピー ス で 髪 を 飾っ た り と 、 身だしなみ に 余念 が あり ませ ん で し た 。 豊 
1850-1870 な 素材 で 様々 な アク セ サ リ ー を 身 に 着け まし た 。 


内 側 も 外側 も 花 や 
レー ス で 装飾 され た 。 


さま ざま な 形 の 髪 飾り 
が 好ま れ た 。 シ ニ ョ ン を 
包む ネッ ト が 付い た も 
の も 。 


花 や 草 と いっ た 植物 
モチ ー フ が 人 気 と 62 な 
な る 。 人 工 宝石 が 生 

産 さ れる よう に な り 、 
安価 な 品 が 増え る 。 


で 入 
先端 の 失っ た フラ ッ ト な 鞭 が 
主流 だ っ た 。 


2 る ヽ レ 7 ス | バッ スル ・ ス タイ ル (p86.91) の 時 代 は 貴婦人 の ドレ ス に 様々 な 種類 が 生 
本 半 ( 全 まれ 、 TPO に 合わ せ て 使い 分 けら れ ま し た 。 小物 も 場面 と ュー ディ ネイ 


1870-1890 ト に 合わ せ て 変え られ まし た 。 


"J ジュ エリ ー 
イギリス で ヴィ 
クト リア 女王 が 
夫 の 喪 に 服 し た 
こと を 受け 、 ジ 
ェ ッ ト ( 黒 玉 ) を 
素材 と し た アク 
セ サ リ ー を 身 に 
つけ る 人 が 増え 
た 。 


帽子 
ボン ネッ ト か ら 、 飾り の 
つい た ふち 付き の 帽子 
に 変化 。 \ 


、 日 傘 
外出 時 の 必需 品 。 


日 傘 を 持つ と いう 
革 、 サ テン 、 エナ メル な ど を 素 こ と は 、 荷物 を 持 
材 と し た 、 履き 口 の 深い 靴 が つ 必 要 の な い 身 分 
流行 。 を 表す 。 


2 , ッ へ ン , っ ソー レー 
の 0 3 i 4 > 0 i “ oe a ” 上 SR 


と i 、 SN な ‘@ が が と (で <“ 38 SA 3 て 2 る AA) 


1890 一 1914 年 は フラ ンス で ベル ・ エ ポッ ク (よき 時 代 ) と 呼ば れ た 、 平和 で 文 
化 の 隆盛 し た 時 代 で す 。 アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 様 式 (p99) が 広まり 、 優雅 な 曲 
線 を 描く デザ イン は 小物 や アク セ モ サ リー に も 影響 を 与え を まし た 。 


W) 扇子 
夜会 で の み 使用 さ 
れ た 。 


小型 一 中 型 の 帽子 が 多く 、 
羽 や 花 で 飾ら れ た 。 


| ジュ エリ ー も A _ 
ジャ ポニ スム の 影響 に より 、 昆虫 な \ 、 靴 
どの 自然 を モチ ー フ に し た 斬新 な 9 男性 の 履物 だ っ た ブー ツ が 女 
アク セ サ リ ー が 好ま れ た 。 トン ボ は 、 性 ファ ッ シ ョ ン に 取り 入れ ら 
まさ に 日 本 的 な も の と し て 流行 。 れる 。 図 は ヒー ル の 高い 、 上 品 
な が ら 活 動 的 な デザ イン 。 


女性 解放 の 考え ん が 強まり 、 フ ァ ッ ショ ン は それ を 後押し し まし た 。 アク セ 


。20 世紀 初 品 サリ ー や 小物 は シャ ー プ で デザ イン 性 を 重視 し た も の が 人 気 と な り ま す 。 


1910-1929 


ター バン きめ 
オリ エン タリ ズム の 影響 で = 
流行 し た 。 ヾ 甘党 


SN N 


て 
S、 


の 価値 より 、 色 
彩 や デザ イン が 


シィ 


ディ 
も 
人: 


グー スン 
ce 2 ye 


重視 され る よう 
に な る 。 目 然 界 
に な い 幾 何 学 的 
な モチ ー フ が 流 
行 し た 。 
("クロッシェ 。 靴 
ショ ー ト ボブ ヘア に 合わ せ て 好ま 足 を 露出 する よう に な り 、 デザ 
れ た 、 小型 の 帽子 。 シ ンプ ル さ と イン や 装飾 性 が より 多様 化し た 。 
簡潔 な フォ ルム が 特徴 。 
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16 世 紀 の 花 柄 の ドレ ス (1581 年 頃 ) 


ドレ ス の 模様 は 、 時 代 の 趣味 や 社会 状況 を 反映 し ます 。 た と ! 
えば 、 ヨー ロッ パ で は ボー ダー が 芸人 や 道化師 の 着る 服 の 柄 で 
あっ た 時 代 が 長く 、 ゆ え に 縮 柄 は 貴婦人 の ドレ ス に は な りえ ま 
せん で し た 。 し か し 18 世 紀 末 、 アメ リカ 独立 戦争 の 最 中 、 植民 地 の シ ン ボ ル と し て 星条旗 が 誕生 し た 
頃 、 縮 は 「 ア メリ カ 植 民 地 風 ] の 名 で フラ ンス 貴婦人 の 衣裳 や 帽子 を 飾っ て いま す 。 や が て 結 は 自由 
と 解放 を 示す フラ ンス 革命 の シン ボル と な り ま すか ら 、 それ を 先取 り し た と も 言え る ファ ッ シ ョ ン で し 
た 。 16、 17 世紀 に 見 られ る 組紐 模様 は 、 イス ラム 圏 か ら 国 際 商 港 都市 ジュネ ツィ ア を 通し て ヨー ロッ 


パ に 伝わっ た も の で 、 イタリア の 先進 性 を 象徴 する 柄 で し た 。 
ドレ ス の 模様 と いえ ば 花 柄 が 代表 で す が 、 これ が 目立つ よう に な る の は 16 世 紀 で す 。 それ まで 薬用 


と し て 関心 を 集め た 植物 が 鑑賞 の 対象 と な り 、 多く の 品種 が 発見 され 植物 学 が 進歩 し た と いう 背景 
が あり ます 。16 世紀 イタ リア の 絹 織物 に は 、 カ ッ ト ・ ヴ ェ ル ヴェ ッ ト と いう 技法 で 大 柄 の ザク ロ の 模様 
を 表し た ビロード が あり ます が 、 た くさ ん の 種 を も ちっ た ザク ロ の 実は 古く か ら 6 繁栄 と 豊科 の し る し と し 
て 、 イ タリ ア 人 に 愛さ る れ て きま し た 。 アカ ン サ ス 風 の 花 葉 の 大 模様 を 左右 対称 に 表し た 17 世 紀 フ ラン 
ス の 紋 織り は 、 厳 格 ・ 重 厚 な 印象 を 与え 、 バロック 様 式 を 代表 し ます 。 また 、 花 繝 模様 の あい だ に 花束 
を 維 い と り し 、 織り 紋 の 縦 績 に 花かご を 縫い と る な ど 、 軽やか な 花 柄 は 18 世 紀 ロ ココ の 特徴 で す 。 更 
紗 の 小花 模様 が イギリス 田園 趣味 に 呼応 し た よう に 、 ロコ コ の 花 柄 に は 自然 を 尊ぶ 時 代 の 感性 が う 
か が われ ます 。 
19 世紀 末 、 日 本 の 着物 が 大 量 に ヨー ロッ パ に 渡り 、 ジ ャ ポ 
ニス ム の 現象 が 起 っ た と き 、 日 本 的 な 模様 と し て 好ま れ た の 
が 菊 の 花 で す 。 日 本 趣味 の ブー ム と と も に 大 輪 の 菊 の 花 の 
栽培 が 流行 し 、 リ オン で 生産 きれ る 絹 織物 に は 、 菊 の 花びら 
を 散ら し た テキ スタ イル が 現れ ます 。 竹 や 秋草 、 ある い は 藻 
な ど 具 象 的 な 動植物 文 が 日 本 的 な も の と し て 愛さ れ ま し た . 
18 世紀 の トル コ 趣 味 や 中 国 趣味 同様 、 異 国 趣味 は いつ も 
模様 の が ザイ ン ・ ソ ー ス で す 。 


や アカ ン サ ス 


00 ロコ コ の 優美 な 花 模様 の ドレ ス (1746 年 ) ※ 図 : 右 上 ・ 左 下っ マー ル 社 逢 :『「 ポ ー ケ の ファ ッ シ ョ ン 画 集 』 よ り 
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ドレ ス を 描き た いけ れ ど … 


ドレ ス を 描き た いけ れ ど 、 何 か ら 始め て いい か わか ら な い …。 そん な 方 の た め に 、 これ か ら ド レ 
ス デ ザイ ン を 考え る ヒン ト 、 そし て 簡単 な 描き 方 な ど を 伝授 し て いき た いと 思い ます 1! 


まず お すす めし た い の が 、「 ど ん な 
ドレ ス が ある の か 」 を 調べ る こと で 
す 。 世の中 に は 様々 な ドレ ス が あふ 
れ て いま す 。 身近 な も の で は パー テ 
ィ ー ド レス や ウェ ディ ング ドレ ス 、 漫 
画 や ゲー ム 中 の ファ ンタ ジー 世界 の 
ドレ ス 、 そし て 本 書 で 紹介 し て いる 
よう な 、 革 の 貴婦人 が 実際 に 着 て い 
た ドレ ス な ど 。 これ 6 ら 多く の ドレ ス の 
中 か ら 、 自 分 が 描き た い ! と 思う イ 
メー ジ に 近い ドレ ス の タイ プ を 見 つ 
け 出 し 、 分 析 し て 、 完成 イメ ー ジ を 
組み 立て まし ょ う 。 


どん な ドレ ス を 
描こ うか な … 


いろ ん な ドレ ス を 見 て 
イメ ー ジ を 固め よう ! 


を YA Ps シー 
資料 を 活用 し よう 

「 ど ん な ドレ ス が ある の か 」 を 調べ る た め の 、 具体 的 な 資料 を ご 紹介 し ます 。 ここ に 挙げ ける も の 
以外 で も 、 身の回り に は た くさ る ん 参考 資料 と し な る も の が あり ます 。 漫画 や ゲー ム 、 アニメ な どの キ 
ャ ラク ター の 衣装 、 パ リコ レ の オー トク チュ ー ル ドレ ス 、 偶然 目 に 飛び 込ん だ 広告 etc.…。 心 と き 
めく デザ イン を どん どん 収集 し て 、 デ ザイ ン イ メー ジ の ヒント に し まし ょ う ! 


一 服飾 史 の 本 

た くさ ん の 本 が 出 て いま す が 、 写真 や 図 が 多い も の を 選ぶ と 頭 に 入り 
や すい で し ょ う 。 ドレ ス の 時 代 背 景 を 知る こと も デザ イン の ヒン ト に な 
り ま す 。 p.142 の 本 書 の 参考 資料 も チェ ッ ク し て みて くだ さい 。 


画 肖 像 画 

昔 の 貴婦人 の 衣装 を 確認 で きる 貴重 な 資料 で す 。 図書 館 で 画集 と し 
て まとまっ て いる も の を 調べ た り 、 実 際 に 美術 館 に 足 を 運ん で 見 て 
み ま し ょ よう 。 

画 写 真 資料 集 

19 世 紀 以 降 は 写真 資料 が ぐっ と 豊富 に な り ま す 。 資料 性 抜群 。 


画 映 像 作品 


映画 や ドラ マ な ど 、 映像 作品 も 大 変 参考 に な り ま す 。 動い た 時 の ドレ 
ス の 形 や 、 絵画 資料 に は 少な い 後 姿 も 見 る こと が で きま す 。 

画 フ ァ ッ ショ ン 雑 誌 

最も 入手 し や すく 、 写真 も 豊富 で す 。 ウェ ディ ング 、 ゴス ロリ 、 ギャ 
ル 系 、 森 ガ ー ル 系 な どい ろ い ろ な タイ プ の 雑誌 を 集め まし ょ う 。 
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何 か ら 描く ? 


どん な ドレ ス に し た い の か 、 な ん と な く イ メー ジ が 固まっ た ら 6、 具体 的 に ば ドレ ス の デザ イン を 考 
ぇ る 作業 に 入り まし ょ う 。 デザ イン の 指針 と し て 、 次 の 4 つの 項目 を 考え て みる の が お すす めで す 。 


⑩ コン セプト 
全体 の 構想 、 時 代 背 景 、 世界 観 、 発表 メデ ィ ア と いっ 
た 土台 の 設定 。 アイ ディ ア を 出す 際 の 前 提 条 件 。 


決め る と どう な る ?ー ド レス デザ イン の 目的 が は っ 
きり し 、 イメ ー ジ が ぶれ な く な る 。 


決め 方 

《 舞 台 設定 》: ドレ ス を 取り 巻く 時 代 や 文明 レベ ル 、 世 
界 観 を 考え る 

《 発 表 メ ディ ア ) : 紙 媒 体 か WEB な どの 電子 媒体 か 、 
カラ ー か モノ クロ か 、 など を 考え る 

《 描 く 目 的 》 : キャ ラ の 魅力 を 伝え た い 、 世 界 観 を 表現 
し た いな ど 、 ド レス で 何 を 伝え た いか を 考え る 


@⑥ シル エッ ト 
ドレ ス 全 体 の バラ ンス や スタ イル 。 ドレ ス の 形 に よっ 
で き 与え る 印象 が 変わ っ て く る 。 詳し く は p.126-129。 


決め る と どう な る ? つ ドレ ス の イメ ー ジ を より 強く 
表現 する こと が で きる 。 


@© テー マ 

ドレ ス 単 体 の 主題 、 デ ザイ ン の 方 向 性 、 メ イン モチ ー 
フ 。 コン セプト を 外 枠 と すれ ば 、 テー マ は その 中 身 。 
決め る と どう な る ? つ イメ ー ジ を 具体 的 に ドレ ス に 
表現 する た め の 方 針 が 定まる 。 デザ イン に 統一 感 が 
生ま れる 。 

決め 方 っ 

《 イ メー ジ か ら )》 : 可憐 、 豪華 、 退廃 的 な ど 、 イメ ー ジ 
か ら テ ー マ を 連想 する 

《 コ ン セ プ ト か ら )》 : @ の コン セプト を 下敷 き に 、 世界 
観 や 目的 を 表現 する テー マ は 何 か を 考え る 

《 主 役 モ チー フ )》 : 使い た い モ チー フ を 考え る 


例 : 鍵 モチ ー フ を テー マ に し た デザ イン な ど 


⑳ キャ ラク ター 
ドレ ス に は 着る 人 が いる 。 キャ ラク ター の 性 格 、 特徴 、 
能力 、 職業 や 立場 な ど を 決め る 。 


決め る と どう な る ?ー ド レス と キャ ラク ター の 調和 
が 生ま れ 、 完成 度 が 上 が る 。 


シル エッ ト を 考え よう 


全体 の 輪郭 や 形 の こと を シル エッ ト と いい ます 。 ドレ ス デ ザイ ン を 考え る 際 に 細か い 部 分 を 意識 し が 
ち で す が 、 実 は 細部 より も 全体 の シル エッ ト の 方 が ドレ ス の 印象 を 決定 する 重要 な 要素 で す 。 どん な 印 
象 に し た いか を 考え な が ら シ ル エ ッ ト を 決め て いき まし ょ う 。 イメ ー ジ に 合わ せ た シ ル エ ッ ト に する こと で 、 
ドレ ス の イメ ー ジ を より 強く 表現 で きま す 。 ここ で は 、 覚え て お く と 便利 な 現代 & 史 実 ば レス の 代表 的 な 
シル エッ ト と 、 各 シル エッ ト が 持つ イメ ー ジ を 紹介 し ます ! 


プリ ン セ スシ ル エ ッ ト タイ トシ ル エ ッ ト マー メイ ド シ ル エッ ト ロー ウエ スト シル エッ ト 
腰 の 位置 で 切り 替え る 、 丸 体 の ライ ン に フィ ッ 足元 で スカ ー ト 広がる 、 大 腰 の 低い 位置 で 切り 替え る 形 。 
く 広 が る シル エッ ト 。 ト し た セク シー な 形 。 人 っ ぽく エレ ガン ト な 印象 。 くびれ を 隠す と 少女 的 に な る 。 


顔 周 り と スカ ー ト に 大 き な ボ リュ ー ム が ある 。 


ルネ サン ス ( 後 期 )| 


《 シ ル エ ッ ト の イメ ー ジ 》 


・ ダ イナ ミッ ク 


顔 周り を 演出 する 家 華 な ダイ ナミ * 
補 は 、 ル ネ サ ンス 後期 の 3 


最大 の 特徴 。 ・ 重 厚 感 


《 ア レン ジ の ヒン ト ) 


重々 し い 題 材 と 相性 が 良い 。 
硬い 質感 の 素材 や 、 権威 を 
感じ させ る キャ ラク ター に 
オス ス メ 。 


樽 型 ス カー ト で ダ 
イナ ミッ ク に ! 


【 例 】 
・ ア ー マ ー ド レス 
・ ラ ス ボ ス 魔王 


還 四 百人 拉 咲く びれ と 広がり が ポイ ント の 、 メ リハ リ の ある シル エッ ト 。 


《 シ ル エ ッ ト の イメ ー ジ ) 


キュ ッ と 絞っ て 、 
ふん わり 広がる 袖 。 ノ 


《 ア レン ジ の ヒン ト )》 


ウエ スト は 細く スカ ー ト 
は 広げ て 、 緩急 を つけ て 
華やか に ! スカ ー ト の 
丸み に ゆっ た り と し た 余 


細 さ と 広がり の バラ ンス が 
絶妙 な ロコ コ ド レ ス 。 持ち 
味 で ある 優美 さと 、 シ ル エ 
ッ ト 由 来 の 派手 さ を 意識 す 


裕 を 。 る と アレ ンジ し や すい 。 
= 【 例 
・ 姫 ギャ ル 
・ 花 の 女王 


バス ト の 形 と 連動 し た 、 
丸い パフ スリ ー ブ 。 全身 
の 形 に 統一 感 を 。 


《 ア レン ジ の ヒン ト )》 
シン プル さ が 特 徴 だ が 、 物 
足り な いと 感じ る こと も 。 
装飾 を 足し た り 、 ロ ング ト 
レー ン で ボリ ュー ム を か さ 
増し する と 、 見 応え が UP。 


ハイ ウエ スト の す と ん と し た 
シル エッ ト が 、 女 性 本 来 の フ 


オォ ルム を 自然 に 包む 。 
ーー 【 例 】 
・ 森 ガー ル 
・ 妖 精 


2 


辿 


と 上 半身 に ポイ ント が 集まっ て いる 。 


《 シ ル エ ッ ト の イメ ー ジ 》 


大 き な 帽 子 が 慎 ま し や か な 
シル エッ ト の アク セン ト 。 。 


《 ア レン ジ の ヒン ト 》 
袖 や 帽子 に 目 が 行き が ち だ 
が 、 肩 の な だ ら か な ライ ン 
も 重要 な 特徴 。 全体 の 柔 ら 
か な 雰囲気 を 大 切 に アレ ン 
ジ を 考え よう 。 


低い 肩 の 切り 替え 位置 と 、 ス 
カー ト の ふく ら み が まろ や 
か で 清 林 な イ メ ジ 。 - 


【 例 】 
・ 童 話 の お 姫 様 
・ 魔 女 っ 子 


の 下 に 重心 を 置い た 、 安 定 感 の ある シル エッ ト 。 


《 シ ル エ ッ ト の イメ ー ジ ) 


低い 切り 替え 位置 か ら の 
ゆっ た り と し た 袖 。 丸み 
を 意識 し て 描こ う 。 


《 ア レン ジ の ヒン ト 》) 


大 き な ス カー ト が 主役 。 
全身 か ら 丸 み を 感じ る 、 
ボリ ュー ミー で 女性 ら 
し い シ ル エ ッ ト 。 


ドー ム 型 の スカ ー ト に ふく 
らん だ 袖 も 相まって 、 人体 
の 形 が ほとん ど 外 か ら 見 え 
な い 。 重量 感 が あり 、 迫力 の 
ある ドレ ス に 仕上 げ や すい 。 


【 例 】 
・ 甘 め ロ リー タ 
・ ア ンティー ク ド ー ル 
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上 半身 は すっ きり シャ ー 
プ 人 に 5 縦長 の ラ イ ン を 意識 。 と 。 


スカ ー ト の 盛り 上 が り 
が アク セン ト 。 下半身 
に 目 が いく よう 配分 さ 
れ た バラ ンス に 注目 ! 


まえ み ご ろ 


袖 と 前 身頃 の ドレ ー プ 


が スタ イリ ッシュ 。 


据 で 広がる 曲線 的 な 
スカ ー ト 。 た る ん だ 袖 
と 連動 し て 、 全体 に 統 
一 感 を 生む 。 


くびれ と 広がり が ポイ ント の 、 メ リハ リ の ある シル エッ ト 。 
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《 シ ル エ ッ ト の イメ ー ジ 》 


《 ア レン ジ の ヒン ト ) 


全身 の 極端 な メリ ハリ が 特 
徴 的 。 腰 回 り に アク セン ト 
を 集中 させ 、 上 半身 は か さ 
ば る パー ツ を 乗せ な い の が 
コツ 。 


【 例 】 
・ ブ プリ ティ ッシュ トラ ッ ド 
・ ス チー ム パ ンク 


S 字 の シル エッ ト と た る み が ポ イン ト 。 


《 シ ル エ ッ ト の イメ ー ジ 》 


《 ア レン ジ の ヒン ト ) 


な め ら か な S 字 シル エッ ト 
が ハイ セン ス 。 布 の た る み 
が 着る 人 の 余裕 を 感じ させ 
る 。 た る み と 締 め の 緩 急 を 
意識 し て 、 ス タイ リッ シュ 
な アレ ンジ に 挑戦 を 。 


【 例 】 
ジジ ES 三 ジ ジッ ペ イジ 
・ フ レン チ シ ッ ク 


で oe レ ドレス デザ イン の ヒン ト に な る 、 史実 ド レス の 特徴 的 な 槍 
徐 と ネッ クラ イン の 形 。。 肌 o 形 の バリ ェ ーション 一 覧 で す 。 気 に な る 形 が あっ た 
ら 、 ぜ ひ デ ザイ ン に 取り 入れ て み ま し ょ う ! 


ー ルネ サン ス 


16 世 紀 後 半 、 控 え め な ひだ 補 。 1580 年 頃 、 大 き な 厚 み の あ 1600 年 頃 、 開 いた デコ ル テ 1610 年 頃 、 平面 的 な 補 が 
る 複 。 と 立体 的 な ひだ 裸 。 立ち あがっ た デザ イン 。 


1630 年 頃 、 ふち に 凝っ た レ 1630 年 頃 、 ひ だ と 立体 感 1640 年 頃 、 寝 た 形 で 、 肩 が 1630 年頃 、 デ コル テ を 隠す 
ー ス を あし ら っ て いる 。 が ある 。 な だ ら か に 見 える 。 タイ プ 。 


18 世 紀 の フ ォ ー マ ルド レス 、 18 世 紀 、 チ ョ ー カ ー を つけ 18 世 紀 後 半 、 肩 掛け を し た 18 世 紀 後 半 、 花 飾り の チョ 
多段 リボ ン が 特徴 的 。 て 綺麗 な 台形 の デコ ル テ を スタ イル 。 ー カ ー で より 華やか に 。 
演出 。 


1800 年 頃 の デイ タイ ム ・ ド 1805 年 頃 の 宮 延 正装 。 開 1815 年 20 年 頃 。 ハイ ネ 1820 年 頃 。 着物 の よう な 合 
レス 。 広く 開い た デコ ル テ 。 いた デコ ル テ と 立て た 福 。 ツク 。 わせ 。 
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クリ ノリ ン ・ ス タイ ル 


1850 年 頃 、 レー ス を あ し ら 1850 年頃 、 ケー プ の よう な 1860 年 頃 、 スカ ー フ や タイ を 1860 年 頃 、 首 回 り の デザ イ 
っ た 小ぶり の 複 。 装飾 。 取り 入れ た も の も 多かっ た 。 ン も 多様 化し た 。 


1870 年 頃 、 縦 の ライ ン を 意 1875 年 頃 、 デコ ル テ を 開け 1880 年 頃 、 タ ッ ク を 寄せ た 
識 し た デザ イ ン 。 た 日 常 着 も 出現 。 フロ ン ト 。 


1890 年 頃 、 ハ イネ ッ ク が 主 1890 年 頃 、 四 角 い ヨー ク 1895 年 頃 、 主張 の 大 きい 1900 年 頃 、 補 の 位置 が 少 
流 。 (切り 替え 布 )。 上 着 の 宰 。 し 下がる 。 


| * 
1910 年 頃 、 詰 まっ て いた 首 1910 年 頃 、 リ ラッ クス 感 の 1915 年 頃 、 フ リル の タイ 。 1925 年 頃 、 ノ ー カ ラー の 上 
周り に 余裕 が 出 て くる 。 ある デコ ル テ 。 テー ラー ド (紳士 服 仕立 て ) 着 と カッ ト ソ ー で 現代 的 。 


が 女子 服 で も 普通 に な る 。 
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で 
補 の 形 ドレ ス デ ザイ ン の ヒン ト に な る 、 史 実 ば レス の 特徴 的 な 袖 周り の 形 の バリ エー ショ ン 
グ 一 覧 で す 。 気 に な る 形 が あっ た ら 、 ぜひ デザ イン に 取り 入れ て み ま し ょ う ! 


_ ルネサンス _ 
16 世 紀 前 半 、 長 く 広 


16 世 紀 半 ば 、 スラ 16 世 紀 後 半 、 ス ペ 16 世 紀 末 、 ふ くら 
が っ た 袖口 を 折り 返 ッシュ (p21) を 多 こめ イン 風 の 飾り 袖 。 ん だ 肩 の ジ ゴ 袖 


し て いる 。 


用 し た デザ イン 。 / (p.30) 


1620 年 頃 、 大 き 
な パフ (ふく ら 
み ) の 中 央 を リ 
ボン で 閉じ た ビ 
ゴ ラ * 三世 
(p.40)。 


16 世 紀 半 ば 、 大 き 
な パフ ・ ス リー ブ 


1640 年 頃 、 パ イン 
? と 別種 の 布 / 
に 縦 の スラ ッシュ /) を 重ね た 凝っ | 
a 


を 入れ 、 中 央 を Ly た デザ イン 。 


リボ ン で 巻い (7 
4 0/ 


1640 年 頃 、 大 き 
な パフ ・ ス リー 
ブ の 真ん中 を 割 
る よう に 、 花 の 
リボ ン で 巻い て 
飾る の が トレ 
ンド 。 


ロコ コ 時 


1730 年頃 、 二の腕 に 


18 世 紀 を 通し て 18 世 紀 を 通し て 1770 年 頃 、 シ ンプ ル 
フィ ッ ト し 、 肘 の 丈 で 見 られ た デザ イン 。 見 られ た デザ イン 。 な 長袖 。 
カフ ス が 付く 。 広がっ た カフ ス と 手袋 と 組み 合わ 

数 段 に 重なっ た レ / せ て フォ ー マ ル に 。 


エン パ バイア ・ 


1810 年 頃 、 短い パフ 
スリ ー ブ に 長い 手袋 。 


1815 年 頃 、 パ フ 部 
分 に 趣向 を 凝ら し 
た デザ イン や 長袖 


が 登場 。 


1820 年 頃 、 パ フ と 
長袖 の デザ イン は 
様々 。 


1820 年 頃 、 分 か れ 
て いた パフ 部 分 が 
ジ ゴ 袖 (p.70) に 変 
化 。 


1850 年 頃 、 肩 の 切り 
替え 位置 が 低い 。 肘 か 
ら 下 が 広がっ た デザ 
イン 。 


1855 年 頃 、 カット 
ライ ン を デコ レー 
ショ ン し た り と 多 
様 化 。 


1865 年 頃 、 肘 
か ら 下 の 広 が 
り が 若干 お と 
な し く な る 。 


1875 年 頃 、 肩 の 切り 1880 年 頃 、 七 分 丈 と 1885 年 頃 、 袖 
替え 位置 が 通常 に 戻 ブレ スレ ッ ト を 組み ロ を レー ス や 
る 。 袖口 が 若干 広い 。 合わ せる 着こなし が フリ ル で 飾っ 


多く 見 られ た 。 た 。 


1890 年 頃 、 肩 を 
ふく ら ま せる ジ 


1895 年 頃 、 肩 
の ふく ら み は 


ゴ 袖 (p98) が 再 最大 に 。 装飾 に 衰退 。 シン プ 
び 流 行 。 の デザ イン も ル に な る 。 


様々 。 


1910 年 頃 、 腕 に 対し 1910 年 頃 、 半袖 と 1915 年 頃 、 テ 
て 余裕 の ある 、 ゆっ 短い 手袋 。 デザ イ ー ラ ー ド ( 紳 
た り し た 布 使い 。 ン の 簡素 化 が 進 士 服 仕立 て ) 

む 。 の 現代 的 な 


袖 の 形 。 
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1865 年 頃 、 袖口 の 
広がっ た デザ イン 。 


1890 年 頃 、 丈 が 手 
首 ま で 伸び 、 わ ず 
か に 肩 が ふく らむ 。 


1905 年 頃 、 袖 品 近く 
を た る ませ る デザ イ 
ン が 流行 。 


1900 年 頃 、 ジ ゴ 
袖 ブ ー ム が 急激 


負い 


の 
ぎ 


の 2 
の 2 


1925 年 頃 の 
東洋 風 衣装 
に 見 られ る ド 
ルマン 袖 ( 袖 
ぐり が 深く 、 
袖口 の 細い 
長袖 )。 


フリ ル の 描き 方 


。 基 本 的 な 形 


《 正 面 か ら 見 た フリ ル 》 
縫い 留まっ た 場所 か ら フ ワッ と 広がっ て いる 。 
裏側 は 見 えた り 見 えな か っ た り 。 


マチ 針 で 留め 、 
縫い 留め る 。 
ん 


《 き っ ちり と し た フリ ル 》 


ざき 人 バフ ノ 
1 
裏側 は 見 え ず 、 丸 く な る 。 


① 描 きた い フ リル の 長き に 線 を 引き 、 等 間隔 に 目 
印 を 打ち ます 。 


ーー 


③ 目 印 を も と に 、 角度 を 意識 し な が ら お お ま か な 
フリ ル の 形 を 描き ます 。 
び ゾ 折り畳ま れ た 布 が 
9 拡 が ろ うと する カカ 
を 意識 し よう 。 


に 下 は 真っ 直ぐ な 線 に し な い 。 


yy 角度 で 見 え 方 が 
ーー 変わ る 。 
ン う 


《 ラ フ な フリ ル 》 


ドレ ス に 欠か せな い 装 和 飾 パ ー ツ その 1、 フリ ル の 描き 方 を ご 紹介 し ます 。 
フリ ル は ドレ ス デ コレ ーション の 基本 の き で す 。 


《 上 か ら 見 た フリ ル )》 


2 | | 
0 


トー タレ の 
下 に 丸 さ が 出る 。 


《 下 か ら 見 た フリ ル 》 


裏側 が 見 える 。 


ゴム な ど を 通し て 絞る 
こと が 多い 。 


ヒダ は ラン ダム で ラフ な 感じ 、 
ギャ ザー と 呼ぶ こと も 。 


(② ヒ ダ の 幅 と フリ ル の 丈 を 決め 、 さ 6 に 目印 を 描き ます 。 
ヒダ の 下 が 見 える 幅 、 ここ を 変え る だ け 


で も 上 印象 が 変わ る 。 eS 
ヒダ の 幅 
E 


(④ ヒ ダ の 重なっ た 部 分 に 影 を 入れ 、 奥行 き を 出し 
て 完成 で す ! 


ワン ポイ > | 


服 は 基本 的 に どの パー ツ も 答 状 な の で 、 
丸み を 意識 する 。 の 2 
まず フリ ル の 丈 と パー ス だ け を 考え る 。 


7 
/ \ w 動き が あっ て も な く て も : 、 
フリ ル の 丈 ’ 


あと か ら フ リル に する と 動き を つけ や すい 。 


端 に 行く ほど パー ス が つ 
いて 、 見 える 幅 が せま い 。 


《 段 フリ ルス カー ト の コツ 》 


ベー ス の スカ ー ト に 段数 分 の 上 の 段 の フリ ル を 下 の 
アタ リ 線 を 引く 。 段 と 少し 重ね て 描く 。 


\ 


フチ は 丸く 、 小さ な 模様 を 入れ て 。 厚み の ある 生地 で か っ ちり と 。 
《 レ ー ス の フリ ル 》 《POP な フリ ル 》 


手間 は か か る けど 見 栄え は 抜群 ! フチ を ロッ クミ シン で か が っ た イメ ー ジ 、 水 玉 模 様 で か わい く ! 
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1) - ヽ ゴ F ドレ ス に 欠か せな い 装 飾 パ ー ツ その 2、 リボ ン の 描き 方 を ご 紹介 し ます 。 
リ ボ ン の 描 さき 方 基本 を 抑 を えれ ば 、 リボ ン い っ ぱい の ガー リー な ドレ ス も 描け る 1 


《 ほ どい た 形 》 《 パ ー ス の つい た 形 》 


圭 
(結ん だ 形 、 正 面 ) wd 


' 輪 に 
向かっ て 


布 が 広がる ペソ 


見 せる よう に 
丁寧 に 


描こ う ! 


布 の 流れ に は つま る と ころ ほど け ば どこ も 「 等 し い 幅 」 パー ス が 付く と 、 と ころ どこ ろ 
と 広がる と ころ が ある 。 だ と いう こと を 意識 する 。 裏 が 見 える 。 
靖 単 な 描き 方 
① 結 び 目 (中心 ) と 大 体 の サイ ズ 、 ③ 両 端 の 垂れ る 部 分 を 描い て 
完成 で す 。 


リボ ン の 角度 を 決め て アタ リ 線 を 0 


000 上 ES) 7 が 


の 3 Ne 

i 3 人 
② 結 び 目 と 輪 の 部 分 を 描き ます 。 パ 
ー ス に 合わ せ て 輪 の 横幅 や 、 見 え 


る 裏 の 分 量 を 調整 し まし よう 。 


a 


リボ ン の 端 の 幅 は 、 輪 も 垂れ る 部 分 も 同じ ! 
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ワン ポ ント | 《 服 に 付け た 時 》 
〈 上 か ら 見 た 図 ) 。 〈 ス カー ト を ん っ 
3 透かし て 見 た 図 〉 
《 結 ん だ 形 、 裏面 》 
服 と の 固定 箇所 

/ 服 と の 

X Be 
4 箇所 


N 


服 は 基本 的 に どの 
パー ツ も 簡 状 で す 。 
服 に 縫い 付け た リ 


ポポ 次 型 に 沿 
裏側 は 垂れ る 部 分 が 手前 に な る 。 ボン も 人 筒 型 に 沿っ 


て カー ブ き せる と 
奥行 き が 出 ます 。 
《 パ ー ツ が 分 か れ た リボ ン の 特徴 》 
ひも ンー ポポ 
服 に 付け る リボ ン は 1 本 の 紐 状 の Tit 2 
py 結び の 幅 が 違う 。 
リボ ン を 結ん だ も の だ け で は な く 、 | ー* SA 
図 の よう に パー ツ を 組み 合わ せ て SS 垂れ る 部 分 が な い 。 
作っ た も の も あり ます 。 使い 分 け いう ( | 
て 表現 の 幅 を 広げ まし ょ う 。 固定 
輪 が 閉じ て いる 。 
バリ エー ショ ン | + 


《 き ちん と し た リボ ン 》 


/ こ 


バン が や 


だ た っ ぷり し た 


シワ や 波 うち 
が 特徴 。 
布 の カッ ト に も 
ひと 工夫 。 
ピン と 張っ て り 
* 人 を 意識 。 (や わら か い リ ボン (組み 合わ せ リ ボン ) 
輪 も 重力 に Nu 
逆らわ ず 垂 れる 。 二 種 の リボ ン を 
重ね て 華やか に 。 


137 


ゴキ ドレ ス に 欠か せな い 装 飾 パ ー ツ その 3、 レー ス の 描き 方 を ご 紹介 し ます 。 
レー ス の 描 さ の 51 ひと 山 の デ ザイ ン 一 る の 連続 と 考え れ ば 意外 と 簡単 で す 。 


_ 基本 的 な 形 | 
《 ラ イン レー ス 》 ーー NT 2 
3 ン の い 1 
0 返し が 基本 > ひと の デザ イン SS 
を 考え る 。 模様 を 描き 、 


並べ て いく 。 / 


その ふち 取り 


を し た 感じ 。 MM 


と こま に 太 さ を 変え る 


。 商 単 な 描 き 方 上 


① 描 きた い レ ー ス の 長き と 幅 を 決め 、 上下 の ② ふ ちの 小さ い 模 様 か ら 描 きま す 。 
ベー ス 線 を 描き ます 。 


0 全音 脱 ら 7IE0 
ング NN 


メイ ン と な る 模様 を 描き ます 。 (〈《④ さ る さびしい 場合 は 模様 を 描き 足し て 完成 ! 


っ. 0 


8 @ Q め S 95 
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《 服 に 付け る レー ス 》 


切り 替え 部 分 に 


か ぶせ る よう に 
付け て も 変化 が 
出る 。 


フリ ル の 形 に 合 
わせ て 、 レー ス の 
形 も 変形 する 。 


パリ エー ショ ン | 


《 繊 細 な レー ス )》 


ーー ンーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ベー ス に 格子 模様 を 描い て 透け 感 UP。 
《 ゴ ー ジ ャ ス な レー ス 》 


の SS の た Sb 


RS 


全体 に 柄 を 入れ 、 ふち の カッ トラ イン も 凝っ た 形 に 。 
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《 デ ザイ ン の 考え 方 》 
模様 の デザ イン は 、 描き た い イ メー ジ に 合わ 
せ て パー ツ の 形 を 決め 、 組 み 合わ せ て いく と 
考え や すい で す 。 

【 例 】 シ ャ ー プ な イメ ー ジ 


ふち は ギザ ギザ に 。 


ンド ンス ペン 


N 
角張っ た 模様 ? 商 $2 


| arseht 


A 


統一 感 の ある 仕上 が り 。 


《 キ ュー ト な レー ス )》 


小さ な バラ が アク セン ト 。 
《 ハ ー ト の レー ス 》 
CCIED 
7Q6 Ye Ye て 


ハー ト を 変形 させ て 大 人 っ ぽく 。 


ゞ ーー + ドレ ス に 欠か せな い 装 飾 パ ー ツ その 4、 バラ の 描き 方 を ご 紹介 し ます ! 
\ の ) 
で 指 方 背景 に る 散ら し て ゴー ジャ ス に 演出 し まし ょ う 。 


… 内 側 は ぎゅ っ と 
詰まっ て いる 


《 全 体 》 


| 花 の 中 心 は 茎 と 
つなが っ て いる 


描く 前 に 実物 


ゃ 資料 写真 を 
よく 観察 し て 、 
特徴 を 見 つけ ィ < スコ 《 葉 》 
て み ま し ょ う 。 
中 心から 外 に 向かっ て 
花びら が ふわ っ と 広 が 
つて いる 
葉 の ふち は ……… 
ギザ ギザ し て いる 


簡単 な 描き 方 」 隊 
この あたり に に 0 つぼ み に 張 り 付い た 花びら 
と 内 側 の 頂上 が が 上 だ け 反り 返る 
来る 
反り 返っ て 7 
裏 が 見 える 
が く 2 ぐー 花 と 茎 の 中 心 
( 花 の 付け 根 ) お 5 3 
② 一 番 内 側 の つぼ み 状 の 花 び ⑧② の 外側 の 花びら を 描き ます 。 
① だ いた い の 大 きる と パー ツ の ら 5 か ら 描 きま す 。 頂上 は 花びら 下 は つぼ み の 丸 い 形 に 沿い 、 上 
位置 の アタ リ 線 を 描き ます 。 が 反り 返り ます 。 は 反り 返り ます 。 
花びら の 見 える 面積 が 一 番 多い 
ふん わり と 外 に 開く 


ンク a NN 
④③ の 外側 の メイ ン の 花びら を ⑤ 一 番外 側 の 花びら 6 で 全体 の RY 
描き ます 。 つぼ み に く っ つい た フォ ルム を 整え ます 。 ここ で 枚 
部 分 は は ほとんど な く 、 花びら が 数 を 増やし すぎ る と バラ ンス が  ⑯ 茎 と 葉 を 描き 、 影 を 入れ て 完成 で す 。 
で っ と 外 に 向き ます 。 悪く な る の で 注意 し まし ょ う 。 茎 に トゲ を 描く と バラ らし さる が 出 ま す 。 
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チン ホ イント | (段階 別 の つぼ み 》 


た ずみ, 3 還 ボ と 恋人 が で 
奥 の 花 びら ほど 開い た 花 と つ ぼ み を 混ぜ て 描く と 、 ぐっ と 変化 が で ます 。 


) 完全 に 閉じ た 状態 


[ RS 少し 花びら が 


見 える 


RT 


手前 の 花びら は / 


5 \ ーー へ と ころ どこ ろ 
る 面積 が 狭い 。 リ 8 
A 花びら が 開く 
【 ア タリ 】 
この 辺り が 内 側 の 頂上 
補 内 間 の 陸上 ニス を っ ける 時 も 、 ど こ 8 
| に 中 心 が 来 る か を 考え る と 
描き や すい 。 だ いぶ 開い た 
つぼ み 。 花びら 
お は 反り 返り きっ 


て いな いも の 
が 多数 。 


パリ エー ショ ン | 
0 の バラ ささ な バラ 
EDR 《 シ ンプ ブル な バラ ) を びら の 枚数 が 
少な めで 、 中 心 の 
花びら の 枚数 が 多く つぼ み が 小 さい 


重なっ て お り 、 中 心 


の つぼ み が 大 きい 。 @ 
W⑳ 


) 《 刺 々 し い バ ラ 》 ーー 
0 es, 
め 
花びら の フチ は 
花びら の フチ は 2 スッ キリ し て いる 


レー ス の よう 
花びら の 反り 返り が 大 きく 、 
鋭角 な フォ ルム に な る 


完全 に 反り 返っ て いる 
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お わり に 


この た び は 「 イ ラス ト で わか る 脂 し の ドレ ス 図 鑑 ] を 
お 手 に と っ て いた だ き あ り が と う ご ざ いま す 。 
花園 あず き と 申 し ます 。 


私 は 以前 か ら ド レス が 大 好き で 、 

個人 的 に 服飾 史 に つい て 調べ た り 、 

イラ スト に 描き 起こ し た り し て いま し た 。 
本 書 は 同人 誌 と し て 刊行 し た ドレ ス 情 報 誌 
「 貴 婦人 の ワー ドロ ー ブ ] に 掲載 し た 

イラ スト や アレ ンジ デザ イン を も と に 、 
加筆 修正 を し て 収録 し た も の と な り ま す 。 


この 本 を 読ん で 気 に な っ た 年 代 の 
ドレ ス が あっ た ら 、 他 に も 色々 な 資料 が 
ある の で ぜひ 調べ て みて くだ さい 。 
昔 の 素敵 な ドレ ス を 知る こと で 、 
新しい ドレ ス が 生ま れる ひら めき に 
つなが れ ば いい な と 思い ます 。 


マー ル 社 る ま 、 そし て 監修 し て くだ さっ た 
徳井 先生 あり が と う ご ざ いま し た 。 
この 本 を 通し て 、 皆さま の ドレ ス 生 活 を 
豊か に する お 手伝い が で きれ ば 幸い で す 。 


2017 年 1 月 
花園 あず き (漫画 家 ) 
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漫画 家 。 幼い 頃 か ら ド レス が 大 好き で 、 日 頃 か ら ド レス を 
愛 で て いた た め 、 服 飾 史 に 興味 を 持つ 。 ド レス 情報 誌 『 貴 
婦人 の ワー ドロ ー ブ 』 を は じ め と する 同人 誌 を 制作 し 、 ド 
レス の 歴史 や 変遷 、 ド レス の 創作 衣装 の デザ イン に 活用 
する 方 法 を 模索 する 。 

過去 の 執筆 作品 に 『 マ ン ガ ジュ ニア 名 作 シ リー ズ ・ 小 公 女 』 
(学研 マー ケティング )、『 は や げん ! は や よみ 源氏 物語 』( 新 
書館 )、『 魔 法 巡 中 年 お じ ま じ ょ 5 (コミ カラ イズ )』 (新書 館 ) 
な ど が ある 。 


[Blog]「 本 当 は 彰 え る ! 源氏 物語 」 
http://moegen.blog.shinobi.jp/ 
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